


　来年度以降も、このシェイクアウト訓練は継続していく予定ですので、皆さんがいつどこに

いても、揺れに対する対応行動を迅速、適切に行うことができるよう、ご参加をお願いします。
　その他の防災活動等については4ページで紹介しています。

　
11
月
５
日（
木
）、市
内
全
域
を
対
象
と
し
た

初
め
て
の
防
災
訓
練
と
し
て
、四
万
十
市
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練（
市
民
一
斉
地
震
対
応
行
動

訓
練
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。午
前
10
時
、市
か
ら

の
訓
練
開
始
放
送（
防
災
行
政
無
線
等
で
実
施
）

を
合
図
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
時
に
い
る

そ
の
場
所
で
、地
震
に
よ
る
揺
れ
に
対
す
る
対

応
行
動
で
あ
る「
ま
ず
ひ
く
く
　

あ
た
ま
を
ま

も
り
　

う
ご
か
な
い
」を
行
い
ま
し
た
。　

　
訓
練
に
は
、約
1
9
0
の
団
体（
学
校
・
保
育

所
・
病
院
・
施
設
・
事
業
所
等
）か
ら
約
9
千
人
が

参
加
し
、各
家
庭
で
も
多
く
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
時
に
は
、市
内
で
も
沿

岸
部
を
中
心
に
、津
波
に

よ
る
浸
水
被
害
の
発
生
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、津
波

か
ら
の
避
難
訓
練
が
各
地

域
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、津
波

が
発
生
す
る
前
に
は
、必

ず
大
き
な
揺
れ
が「
市
内

全
域
」に
起
こ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
震
発
生
後

に
皆
さ
ん
が
互
い
に
そ
の

命
を
守
る
た
め
に
は
、揺

れ
に
よ
っ
て
け
が
を
し
な

い
こ
と
が
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
。

来年度以降も、このシェイクアウト訓練は継続してい

津
波

各
地

れ
て

れ
て

津
波、必

市
内

い
う

生
後

そ
の、揺

し
な

要
に

ま
し
た

想か域いはがず全こに
皆

命れいな
り

〝市民一斉地震対応行動訓練〟  

四万十市シェイクアウト訓練  実施!!
〝市民一斉地震対応行動訓練〟  

四万十市シェイクアウト訓練  実施!!
〝市民一斉地震対応行動訓練〟  

四万十市シェイクアウト訓練  実施!!

11月5日
市内全域で

約10,000人 参加!!

いく予定ですので 皆さんがいつどこに

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

時
に
は
、市
内
で
も

部
を
中
心
に
、津
波

る
浸
水
被
害
の
発
生

は継続してい

の
発

も
沿

波
に

生
が

　
南

生岸よ

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎（35）2044

①まず体勢を低くして地面に近づきましょう。
②固定された机やテーブルの下に入り、頭を守りましょう。
　頭を守るものがない場合は、腕や荷物を使って、頭を守りましょう。
③揺れが止むまで動かずじっとしていましょう。（約1分間）

地震発生時の対応行動3STEP
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四
万
十
市
産
業
祭
は
、市
民
の
皆
さ
ま
が
消
費
者
、生
産
者
な
ど
立
場
を
超
え
て
交
流
し
、

四
万
十
市
の
産
業
の
地
力（
＝
チ
カ
ラ
）を
知
る
、地
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
、そ
の
名
称
も「
〝
し
ま
ん
と
の
チ
カ
ラ 

〞
フ
ェ
ス
タ
」と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
産
業
祭
を
い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、事
業
や
商
品
等
の
P
R
・
販
売
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
応
募
要
件
】

出
展
日
時
　
３
月
６
日（
日
）10
時
〜
16
時

出
展
場
所
　
産
業
祭
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場（
一
条
通
商
店
街
）

応
募
資
格

　
・
四
万
十
市
内
に
本
拠
地
を
有
す
る
事
業
者（
常
設
店
舗
で
営
業
し
て
い
る
こ
と
）

　
・
食
料
品
等
の
場
合
は
、商
品
に
四
万
十
市
産
の
原
材
料
等
を
使
用
し
て
い
る
こ
と（
入
手

　  

困
難
な
も
の
は
除
く
）

応
募
方
法
　
所
定
の
様
式
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

募
集
す
る
事
業
者
数
　
10
事
業
者
程
度（
先
着
順
）

募
集
期
間
　
12
月
10
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
四
万
十
市
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
四
万
十
市
企
画
広
報
課
）

　
☎（
３
４
）１
１
４
５

　
11
月
５
日
付
け
で
国
土
交
通
省
よ
り
、道
の
駅「
よ
っ
て
西
土

佐
」の
登
録
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ
は
今
回
の
第
44
回
登
録（
全

国
で
20
カ
所
・
四
国
で
は
１
カ
所
）に
よ
る
も
の
で
、全
国
の
道

の
駅
は
1
0
7
9
駅（
高
知
県
23
駅
）と
な
り
ま
し
た
。

　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」で
は
来
年
３
月
31
日
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
、４
月
10
日
の
本
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
建
設
工
事
お
よ
び

準
備
事
業
と
も
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
を「
四
万
十
の
天
然
、暮
ら
し
を
ゆ
っ
く
り
と
感

じ
ら
れ
る
場
所
」と
し
て
あ
ら
ゆ
る「
て
ん
ね
ん
」に
こ
だ
わ
っ

た
産
品
の
提
供
、西
土
佐
地
域
の
日
常
の
暮
ら
し
の
ユ
タ
カ
サ

を
体
感
で
き
る
場
所
と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。四
万
十
市

の
北
の
玄
関
口
の
総
合
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
の
で
オ
ー
プ
ン
後
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

四
万
十
市
産
業
祭

「
〝
し
ま
ん
と
の
チ
カ
ラ
〞
フ
ェ
ス
タ
」 

出
展
者
募
集

道
の
駅
に
登
録
‼「
よ
っ
て
西
土
佐
」

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は1月3日（日）家族が揃うお正月。家族で防災の話し合いをしましょう。

災害に備えて ～防災活動の紹介等～

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）地
震
防
災
課
　
☎（
3
5
）2
0
4
4

西
土
佐
大
宮
地
区
緊
急
用
ヘ
リ

ポ
ー
ト
落
成
記
念
行
事
開
催

　
10
月
23
日
、西
土
佐
大

宮
分
館(
大
宮
上･

中･

下

地
区)

主
催
で
大
宮
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
完
成
し

た
緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

離
着
陸
場(

ヘ
リ
ポ
ー
ト)

の
落
成
記
念
行
事
が
行
わ

れ
、関
係
者
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

は
大
規
模
災
害
時
に
、孤

立
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
山

間
地
域
を
中
心
に
市
が
整

備
を
進
め
て
い
る
も
の

で
、道
路
が
寸
断
さ
れ
た

場
合
の
迅
速
な
救
急
・
救

命
や
物
資
輸
送
の
拠
点
と

す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、県
の
消
防
防

災
ヘ
リ「
お
と
め
」が
飛
来

し
、離
着
陸
訓
練
を
兼
ね

た
飛
行
訓
練
と
、機
体
の

見
学
会
等
も
行
わ
れ
、パ

イ
ロ
ッ
ト
か
ら
防
災
ヘ
リ

の
役
割
や
、「
お
と
め
」の

装
備
や
性
能
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、航
空
隊
員
ら
に

対
し
、熱
心
に
質
問
す
る

方
も
お
り
、め
っ
た
に
間

近
で
見
る
こ
と
が
な
い
機
体
や
操
縦
席
等
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
、貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

航空隊員の説明を聞く住民ら 消防防災ヘリ「おとめ」離着陸訓練状況

　緑ヶ丘団地では特別養護老人ホーム夢の丘や白藤園など、近
隣の関係機関と協力して、定期的に炊き出し訓練を行っていま
す。10月27日に行われた訓練（写真）ではカレーと炊き込みご飯
を作りました。
　今後も活動を継続し、助け合いの輪を広げていってください。

炊き出し訓練を行いました！

　
昨
年
６
月
の
出
水
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
具
同
・
楠
島
地
区
の
内
水

位
が
、中
村
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、10
月
30
日
よ
り
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。降
雨
時
等
の
防
災

情
報
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

具
同
・
楠
島
地
区
の
内
水
位
が

　
　
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

内水位センサー設置位置図

中村河川国道事務所HP

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
河
川
国
道
事
務
所

　
計
画
課

　
☎（
３
４
）７
３
０
６

H
P
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sk
r.m
lit.g
o
.jp
/
n
a
k
a
m
u
ra
/

●榎沢観測所

●楠島観測所
●中山観測所

報
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

中村 国 事 所

ここを
クリック！

2次元バーコードからも
アクセスできます
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10
月
24
日（
土
）、ぶ
し
ゅ
か
ん
の
栽
培
で
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
大
屋
敷
地
区
で「
高
知
大
学

え
ん
む
す
び
隊
　

網
張
り
と
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
高
知
大
学
え
ん
む
す
び
隊
」は
、県
内
各
地
で
、

そ
の
地
域
の
習
慣
、歴
史
、地
域
の
抱
え
る
問
題

を
学
ん
で
お
り
、今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

地
域
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
大
屋
敷
地
区
が
高
知
大

学
に
働
き
か
け
、実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、高
知
大
学
の
学
生
５
人
と
大
学
関
係

者
、地
元
の
住
民
、市
、Ｊ
Ａ
、鳥
獣
害
対
策
機
器

関
連
事
業
者
約
40
人
が
集
ま
り
、鳥
獣
害
対
策
の

網
張
り
講
習
、鳥
獣
害
対
策
教
室
、地
元
の
住
民

が
作
っ
た
ぶ
し
ゅ
か
ん
料
理
の
試
食
、ぶ
し
ゅ
か

ん
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
、「
大
屋
敷
地
区
を
元
気
に
す
る
大

作
戦
」と
題
し
て
当
日
感
じ
た
自
然
、人
と
の
つ

な
が
り
、地
元
の
手
作
り
料
理
と
い
っ
た
大
屋
敷

地
区
の
魅
力
を
市
外
へ
発
信
す
る
方
法
の
助
言

が
あ
り
、地
区
の
方
か
ら
は
、「
学
生
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
は
、普
段
の
生
活
で
は
気
づ
か
な
い
地
区
の

魅
力
の
再
発
見
と
な
っ
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）農
林
課
　
農
業
振
興
係

　
☎（
３
４
）１
１
１
７

高
知
大
学
え
ん
む
す
び
隊「
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
守
れ
！

し
ま
ん
と
網
張
り
大
作
戦
!! 

in
四
万
十
市
大
屋
敷
」

　
高
く
澄
み
わ
た
っ
た
秋
空
の
下
、市
内
各
所
で

「
秋
の
お
も
て
な
し
一
斉
清
掃
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
を
翌
週
に
控
え
た
10

月
６
日（
火
）、中
村
駅
周
辺
で
一
斉
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。大
会
で
四
万
十
市
を
訪
れ
る
選
手
を
少
し

で
も
気
持
ち
良
く
迎
え
よ
う
と
、ゴ
ミ
の
収
集
や
花

壇
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
６
日（
金
）に
は
、四
万
十
川
河
川
敷

（
四
万
十
市
入
田
）に
あ
る
入
田
ヤ
ナ
ギ
林
で
、来
年

３
月
の
菜
の
花
ま
つ
り
開
催
に
向
け
た
一
斉
清
掃

を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、ヤ
ナ
ギ
の
枝
や
幹

に
か
か
っ
た
枯
れ
草
や
流
木
な
ど
を
中
村
西
中
学

校
、幡
多
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
、市
内
の
事
業
所

等
が
参
加
し
、ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
撤
去

し
ま
し
た
。

　
２
つ
の
清
掃
活
動
で
合
わ
せ
て
4
0
0
人
近
く

の
方
々
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）観
光
課
　
☎（
3
4
）1
7
8
3

市
内
各
地
で
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
！

　
平
成
28
年
度
に
四
万
十
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
・
物
品
買
入
れ
な
ど
の
競
争
入
札

へ
の
参
加
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
の
申
請
受
付
は
市
内
業
者（
市

内
に
本
店
を
有
す
る
者
）の
み
で
す
。

受
付
期
間

　
平
成
28
年
１
月
４
日(

月)

〜
29
日(

金)

　※

土
、日
お
よ
び
祝
日
は
除
く

申
請
方
法

　

持
参
と
す
る
。

申
請
書
類
　

　（
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
原
本
以
外
Ａ
４
サ
イ

　
ズ
と
し
ま
す
。）

　
○
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

　
○
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
・
総
合

　
　
評
定
値
通
知
書（
直
近
の
も
の
の
写
し
）

　
　※

建
設
工
事
の
み

　
○
納
税
証
明
書

　
○
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書
及
び

　
　
照
会
承
諾
書

　
○
そ
の
他

　※

詳
し
く
は
四
万
十
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）財
政
課
　
管
財
契
約
係

　
☎（
３
４
）６
１
２
０

四
万
十
市
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
受
付
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マイナンバー マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

もう一度みんなで
おさらいしよう！

マイナンバーって
何？

　社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関が保有する個人の情報が同一人の情報
であることを確認するために活用される12桁のナンバー（個人番号）です。
　本市では11月中旬以降、住民票を有する方に郵送しています。

12月になっても通知カードの郵便が届いていない場合は、市役所市民課までご連絡ください。

　個人番号カードは希望される方のみ申し込みをしてくだ
さい。
　全員が申し込みをしなければならないものではありません。
　通知のあった「通知カード」は、マイナンバー(個人番号)が証明される

もので、本人確認が同時にできるのは「個人番号カード」だけです。

　（「通知カード」のみだと、運転免許証、パスポート、住民基本台帳カー

ド等の提示が別途必要になります。）

　「個人番号カード」は無料で交付できます。（初回のみ）

　 申請はいつでもできます。同封の申込用紙にご記入のうえ申請する

か、スマートフォン、パソコン等から申請してください。

住民基本台帳カード
　住民基本台帳カードの交付受付は、12月25日（金）で終了となります。

　以後は個人番号カードを取得ください。

住民基本台帳カードの電子証明書（公的個人認証）
　住民基本台帳カードに登載される電子証明書（公的個人認証）の発行および更新は12月22日（火）で

終了となります。以後は個人番号カードに登載することとなります。

「通知カード」は受け取りましたか？

『通知カード』は
　簡易書留（世帯主宛て）で発送しています。

『通知カード』は
　マイナンバーをお知らせする大切な書類です。

必ず受け取り、保管しましょう！

「個人番号カード」の申請

※詳しくは下記までお問い合わせください。

住民基本台帳カードは個人番号カードに移行します

【問い合わせ先】
　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120（95）0178
　（本庁）市民課 市民係　　　　　 　 ☎（34）1113

！ こんな封筒で届きます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

こ
と
で…

不審な電話などを受けたら・・・

消費者ホットライン １８８（いやや！）
詐欺など被害に遭われたら・・・

警察 相談専用電話 ＃９１１０または最寄りの警察署まで

マイナンバー詐欺にご注意を！！
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申請はお済みですか？
～臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金～

厚生労働省

給付金キャラクター

カクニンジャ

10
月
15
日
　

第
38
回
全
国
土
地
改
良
大
会（
青
森
市
、〜
16
日
）

　
　

17
日
　

予
土
線
イ
ベ
ン
ト「
よ
ど
せ
ん
感
謝
祭
2
0
1
5
」（
宇
和
島
市
三
間
町
）

　
　
　
　
　

東
富
山
地
区
合
同
敬
老
会
、四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭

　
　

18
日
　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

開
会
式
、表
彰
式

　
　

19
日
　

四
万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
会
議（
第
3
回
）

　
　
　
　
　

高
知
県
知
事
・
市
長
意
見
交
換
会
・
懇
談
会（
高
知
市
）

　
　

20
日
　

無
電
柱
化
を
推
進
す
る
市
区
町
村
長
の
会
設
立
総
会（
東
京
都
）

　
　

21
日
　

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
高
知
市
）

　
　

22
日
　

全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会（
東
京
都
）

　
　

23
日
　

大
宮
地
域
ヘ
リ
ポ
ー
ト
落
成
式

　
　

24
日
　

四
万
十
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
合
同
運
動
会

　
　

25
日
　

幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会
総
合
訓
練（
黒
潮
町
）

　
　

26
日
　

主
要
地
方
道
西
土
佐
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
高
知
県
土
木
部
要
望（
高

　
　
　
　
　

知
市
）

　
　

27
日
　

高
知
県
防
災
砂
防
協
会
通
常
総
会（
高
知
市
）

　
　

29
日
　

国
道
3
2
1
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
、県
道
中
村
宿
毛
線
整
備
促
進
期
成
同

　
　
　
　
　

盟
会
、国
道
4
4
1
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

高
知
県
土
木
部
要
望（
高

　
　
　
　
　

知
市
）

　
　

30
日
　

四
万
十
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
係
る
答
申
式
、幡
多
広
域
組

　
　
　
　
　

合
議
会

11
月
１
日
　

具
同
地
区
民
大
運
動
会
、高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知
市
）

　
　
4
日
　

21
世
紀
・
活
力
あ
る
道
づ
く
り
を
目
指
す
四
国
連
合
協
議
会 

「
国
土
交
通
省
と

　
　
　
　
　

の
意
見
交
換
会
」・「
道
の
駅
講
演
会
」（
東
京
都
）

　
　
5
日
　

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会「
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め

　
　
　
　
　

る
全
国
大
会
」（
東
京
都
）

　
　
7
日
　

第
26
回
農
民
運
動
会

　
　
8
日
　

第
11
回
市
民
総
合
体
育
祭
総
合
開
会
式
、映
画「
深
夜
食
堂
」上
映
会
、樋
口
眞

　
　
　
　
　

吉
生
誕
2
0
0
年
祭
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
9
日
　
J
R
四
国
本
社
、四
国
横
断
自
動
車
道
高
知
県
建
設
促
進
期
成
会 

四
国
地
方

　
　
　
　
　

整
備
局
要
望
活
動（
高
松
市
、〜
10
日
）

　
　

11
日
　

12
月
補
正
予
算
市
長
査
定
、第
2
回
教
育
総
合
会
議 

　
　

12
日
　

具
同
・
楠
島
内
水
対
策
協
議
会
、

　
　
　
　
　

四
国
国
有
林
野
等
所
在
地
市
町
村
長
連
絡
協
議
会（
高
知
市
）

　
　

13
日
　

ゼ
ン
リ
ン
と
の「
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
」

　
　
　
　
　

調
印
式

　
　

14
日
　

松
野
町
制
60
周
年
記
念
式
典（
愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
）、黒
尊
む
ら
ま
つ
り

10
月
15
日
〜
11
月
14
日

市
長
日
誌

　　消費税率引上げの影響を踏まえ、所得の低い方および子育て世帯に対する暫定的・臨時的な措置として、

　平成27年度も「臨時福祉給付金」および「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。

　臨時福祉給付金について
　　【支給額】1人につき6千円

　　【支給対象】市民税が非課税の方（課税の方に扶養されている場合は除きます）

　子育て世帯臨時特例給付金について
　　【支給額】対象児童1人につき3千円

　　【支給対象】四万十市より平成27年6月分の児童手当を受給された方（特例給付除く）および公務員の方で

　　　　　　　平成27年5月31日時点に四万十市へ住民票がある方

　　※公務員の方は、職場から配付される申請書に児童手当受給の証明をもらってから、申請してください。

　　　（市からの通知はありません）

■2つの給付金の共通事項

　　○申請期日は平成28年2月16日（火）までです。
　　○2つの給付金とも該当の方は重複して受給できます。

　　○申請は郵送でも可能です。

　詳しい点についてはお問い合わせください。

　【問い合わせ先】

　　（本　　庁）　福祉事務所　家庭福祉係　　☎（34）8008

　　（総合支所）　保健課内　西土佐福祉分室　☎（52）1132

よろしく
お願いします
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四万十市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略を策定しました。

基本的方向
　移住促進のために、創意工夫を凝らし、魅力的なまち
をづくりを進めます。そして効果的に情報発信や移住支
援などに取り組みます。
　また、単なる人口減少抑制のために移住・定住の促進
を図るのではなく、農林水産業をはじめとする各産業
の担い手や後継者対策、集落活動や維持のための貴重
な人材（財）として、各産業界や地域、集落が求める豊か
な経験や能力を有した、そして積極的に地域コミュニ
ティに参画いただける新たな人材（財）の誘致を行いま
す。
具体的な施策と重要共析評価指標（KPI）
（1）移住・定住の促進
　①相談・支援体制の充実
　②情報発信と交流の促進
　③移住・定住環境の整備
（2）市外からの人材誘致
　①地域活動等の担い手の確保
　②一次産業の担い手、人材の確保育成【再掲】
　③創業や経営革新に意欲ある担い手、人材（事業者）
　　の確保・育成【再掲】
　④観光の担い手、人材の確保・育成【再掲】
　⑤企業誘致の推進【再掲】

●主な重要業績評価指標（KPI）

評価指標
移住相談件数
移住HPアクセス数

基準値
59件（H24-25平均）

―

目標値（H31）
100件/年

30,000件/年

目標指標

人口の社会増減

市外からの移住者数

基準値
△56人

（H22-26計）
8.5組

（H24-25平均）

目標値（H31）
社会増減を
ゼロにする

15組/年

Ⅰ 四万十市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（2015～2060年）

四万十市の将来人口推計

◎現在の人口動向がこのまま継続した場合、2020年に約32,548人へ

◎さらに2060年には16,341人程度にまで減少する見込み

①市民生活への影響
　・身近な各種サービスの減少によるサービス・利便性の低下
　・自治会をはじめとする地域の自立的な活動の停滞・存続
　  の危機
　・都市機能・生活機能の低下により、さらに人口の転出を招
　  くという悪循環
②地域経済への影響
　・労働力不足やそれに伴う生産量が低下
　・経済規模の縮小がさらなる縮小を招く「縮小スパイラル」
③行財政への影響
　・経済規模の縮小に伴う税収等の落ち込みによる財政の硬直化
　・年金、医療、介護等の社会保障に係る将来の財政負担の増
　  大による家計や企業の経済活動にも大きな影響

人口減少による地域への影響

四万十市の将来展望

◆自然減への対応
　市民意識調査（H27実施）による「結婚」「出産」の希望
を叶えることで、国・高知県の長期ビジョンと同様に、
2040年に出生率が人口置換水準の2.07まで段階的に
回復することを目指す。
　さらには、高知県が実施した「少子化に関する県民意
識調査」を踏まえて算出した希望出生率に準じ、本市に
おいても県との共同歩調により2050年に2.27まで段階
的に上昇させることを目指す。
◆社会増への対応
　産業力を高め、若者が働ける場を増やし、若者の流出
を抑制するとともに、ＵＩターン対策の強化により、総
合計画、産業振興計画の計画期間を5年前倒しし、2019
年には社会増減の均衡を図るとともに、さらには、
2020年以降は段階的に社会増となることを目指す。

2060年に人口20,500人の確保を目指す

総合戦略の策定の目的

　本市の実情や課題を踏まえ、直面する人口減少・超高齢化の進展に的確に対応して、人口減少に歯止めをかけるとともに、
地域経済縮小を克服するために、重点的かつ優先的に取り組むべき今後5か年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策や
事業などを取りまとめたもの。

●主な重要業績評価指標（KPI）

評価指標
ぶしゅかん生産量
一次産品等を活かした新商品の開発

基準値
13ｔ（H26）
―

目標値（H31）
54ｔ

15アイテム

基本的方向
　産業振興計画の基本的方向を踏まえるとともに、県版総合戦
略とベクトルを合わせ、相互連携による相乗効果を発揮するこ
とを念頭に、より「地産外商」に重点を置いて取り組みます。
具体的な施策と重要共析評価指標（KPI）
◆地産を強化する
（1）農業の振興…①戦略品目の生産拡大ほか4項目
（2）林業の振興…①長伐期施業の推進とブランド化ほか3項目
（3）水産業の振興…①天然水産資源の回復・生産量UPほか2項目
（4）商工業の振興…①地域資源を活かした商品開発ほか5項目
（5）地産地消の促進…①地元消費拡大に向けた取り組みの推進
◆外商を強化する
（1）地産外商の推進…①事業者連携の促進と外商の推進
（2）観光の振興…①滞在型の観光商品づくりほか3項目
（3）シティプロモーションの展開
（4）産業振興推進総合支援
◆産業の担い手、人材の確保・育成
（1）各産業分野の担い手、人材の確保育成
　①一次産業の新たな担い手、人材の確保育成ほか2項目

≪数値目標≫

農業分野

林業分野

水産業分野

商工業分野

観光分野

目標値（H31）
13億円
150人

60,000㎥
8億円
65ｔ
35ｔ

800億円
95億円
130万人
22万人

基準値
11億9,000万円（H23）

127人（H25）
47,000㎥（H24）

7億5,000万円（H24）
56ｔ（H24）
30ｔ（H24）

798億1,000万円（H19）
92億8,000万円（H24）
125万6,000人（H25）
21万1,000人（H25）

農業市内総生産額
認定農業者数
原木生産量
木材・木製品製造品出荷額等
内水面漁業漁獲量
海面漁業漁獲量
小売・卸売業年間商品販売額
製造品出荷額等
観光入込客数
市内宿泊者数

目標指標

Ⅱ 四万十市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015～2019年）

標指標 基準値 標 ≪数値目標≫

基本目標1　地産外商により安定した雇用を創出する基本目標2　新しい人の流れをつくる
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基本的方向
　人口減少や少子高齢化の進展など社会情勢の変化
に定格に対応し、地域で支え合い、助け合いながら、住
民がいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らし続
けられる地域づくりを推進します。
具体的な施策と重要共析評価指標（KPI）
（1）地域における暮しの維持と創生
　①小さな拠点等の整備促進と活動支援
　②中山間地域の生活支援
　③地域活動等の担い手の確保【再掲】
（2）地域で支えあう活動や取組みの推進
　①住民がいつまでも住み慣れた地域で、安心して健
　　康に暮らせる地域づくりの推進
（3）にぎわいのあるまちづくり
　①まちなかのにぎわい再生
　②北部地域の拠点づくり（北の玄関口）
　③市全域の回遊性のあるまちづくり
　④安全・安心に暮らすことができる災害に強いまち
　　づくり
（4）広域連携による魅力あふれる地域づくり
　①幡多広域定住自立圏の取組の推進
　②広域連携による周遊観光の推進 【再掲】

●主な重要業績評価指標（KPI）

評価指標
集落活動センター設置数
道の駅「よって西土佐」入込み客数

基準値
1箇所（H26）

―

目標値（H31）
3箇所
13万人

目標指標
本市が住みやすいと
思う住民の割合

集落活動センターの設置数

基準値

62.8％

1箇所（H26）

目標値（H31）

70％以上

3箇所

≪数値目標≫

基本目標4　地域に合った小さな拠点をつくり、

　　　　　  まちとの連携により市民のくらしを守る

基本的方向
　若者の出会いの場の創出と、子どもを生み育てやすい環
境づくりのために、切れ目のない結婚・妊娠・出産・子育て
に関する経済的、精神的、肉体的な負担などへのきめ細か
な支援を行って、若い世代の希望をかなえることで、本市
における少子化の流れに歯止めをかけます。
　また、就労を希望する女性が働きながら安心して子育て
ができる環境づくりのために、そして男性も積極的に家事
や育児に参加ができるように、仕事と育児の調和（ワーク・
ライフ・バランス）する社会の実現に向けて取組みます。
具体的な施策と重要共析評価指標（KPI）
（1）若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる
　①総合的な結婚支援
　②安全・安心な妊娠や出産のための支援
　③健やかな子どもの成長と発達のための支援
　④子ども医療の充実
　⑤保育サービスの充実
　⑥地域での子育て支援の充実

≪数値目標≫

●主な重要業績評価指標（KPI）

評価指標
3歳児健診受診率
放課後児童クラブ登録
児童数の割合

基準値
86.9％（H26）

17.0％（H26）

目標値（H31）
95％以上

34.0％

目標指標
合計特殊出生率
20代・30代の
未婚率の減少
　20代男性
　30代男性
　20代女性
　30代女性

基準値
1.30

平成22年国勢調査の
未婚率

75.8％
39.4％
62.4％
26.9％

目標値（H31）
1.48

平成32年国勢調査の
未婚率

72.3％（H12水準）
32.8％（H12水準）
61.1％（H12水準）
20.8％（H12水準）

基本目標3　若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望を

　　　　　  かなえる

推計人口と戦略人口将来展望の年齢3区分別人口

1.84

1.59

2.07

2.27

総合戦略の
実施により
将来人口を
引き上げる

推計人口

戦略人口

趨勢老年年齢人口

戦略老年年齢人口

趨勢生産年齢人口

戦略生産年齢人口

戦略年少人口

趨勢年少人口

目標 20,500人
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市税の納め忘れはありませんか?

■本庁税務課窓口では平日の昼休み（12時～13時）も納税相談などを行っています。
■市税の納付には便利な口座振替をご利用ください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　（本庁）税務課 収納係 （35）5552　（総合支所）西土佐住民分室 （52）1111

今月は、市税の滞納整理を強化しています。市税を納め忘れの人はお早めに納付くださるようお願いします。

軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について

対象車および要件 税率の軽減割合

平成32年度燃費基準＋20％達成車

平成32年度燃費基準達成車

平成27年度燃費基準＋35％達成車

平成27年度燃費基準＋15％達成車

・電気自動車

・天然ガス自動車（平成21年排出ガス規制に適合し、かつ、平成21年排出ガ

ス基準値より10％以上窒素酸化物の排出量が少ないもの）

・ガソリン車

・ハイブリッド車

（平成17年排出ガス基準75％

低減達成車（★★★★））

①おおむね75％軽減

②おおむね50％軽減

③おおむね25％軽減

②おおむね50％軽減

③おおむね25％軽減

燃費性能

乗
用

貨
物
用

車種 標準税率

税率（年額）

電気自動車・

天然ガス自動車
ガソリン車・ハイブリッド車

①おおむね

75％軽減

②おおむね

50％軽減

③おおむね

25％軽減

3,900円

6,900円

10,800円

3,800円

5,000円

1,000円

1,800円

2,700円

1,000円

1,300円

2,000円

3,500円

5,400円

1,900円

2,500円

3,000円

5,200円

8,100円

2,900円

3,800円

三輪

四輪以上

乗　用

貨物用

営業用

自家用

営業用

自家用

　平成28年度軽自動車税について、低排出ガスおよび燃費性能にすぐれた環境負荷の小さい軽自動車を対
象に、税率を軽減するグリーン化特例が導入されます。
　対象となるのは、平成27年4月1日から平成28年3月31日までに最初の新規検査をした三輪および四輪以
上の軽自動車（新車に限る）のうち、下記の排出ガス基準と燃費基準を達成した車両で、軽減が適用されるの
は平成28年度の1年限りとなります。
　※最初の新規検査年月は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。

≪対象車および軽減割合≫

　※燃料基準の達成状況は自動車検査証の備考欄に記載されています。

≪軽減後の税率≫

　※標準税率：平成27年4月1日以降に最初の新規検査を受けた車両に適用される税率。

【問い合わせ先】
(本　　庁)税務課市民税係　☎（34）1112
(総合支所)西土佐住民分室　☎（52）1111

税務課からのお知らせ
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1月は償却資産の申告月です。申告はお早めに!!
○対象者
　　平成28年1月1日現在において、市内に所在する事業用に供する事ができる償却資産を所有している個
　人および法人。
○提出期限
　2月1日(月)まで
※申告の必要な方には12月中旬を目処に申請書を送付しますが、届かない場合や、新規の申告等で申告書が
　必要な場合は、税務課資産税係までご連絡ください。
　《お願い》閉鎖・解散・移転等の場合もその旨を記載した償却資産申告書を提出してください。

土地、家屋の異動はありませんか
　土地、家屋について次のような異動があったときは、お知らせください。
　○土地の利用状況(宅地、田、畑、山林、原野、雑種地等)に変更があった場合
　○家屋の新築、増築などで面積の異動があった場合や取り壊しがあった場合
　※固定資産税は、毎年1月1日(賦課期日といいます)に土地、家屋、償却資産(これらを総称して固定資産と
　　いいます)を所有している人に対しその固定資産の価格をもとに算定されます。

固定資産税の不均一課税、課税免除について
　半島振興法に伴う課税の特例（中村地域のみ）、過疎地域自立促進特別措置法による課税免除（西土佐地域
のみ）は次の要件に該当する場合に、それらに対する固定資産税の課税の特例（不均一課税、課税免除）が受
けられます。（事業の用に供した翌年度課税分から３年)
　資産を取得された方は、半島振興法に伴う課税の特例は平成28年1月1日から同2月1日まで、過疎地域自立促
進特別措置法による課税免除については当該設備を事業の用に供した日から1月以内に税務課資産税係へ申請
してください。

Ⅰ半島振興法に基づくもの（不均一課税：中村地域）の要件
　「四万十市産業振興促進計画」に適合する旨の市長の確認があり、以下の要件を満たすもの。（産業振興機械等
の取得等に係る確認申請書を企画広報課に提出の必要があります。）

Ⅱ過疎地域自立促進特別措置法に基づくもの（課税免除：西土佐地域）の要件

※Ⅰ、Ⅱともに土地については「土地取得の翌日から起算して1年以内に当該土地を敷地とする当該家屋の
　建設の着手があった」ことが要件となります。

【問い合わせ・提出先】
(本庁)税務課資産税係　☎（35）4428　　(総合支所)西土佐住民分室　☎（52）1111

業　　種 取得価格

家屋・償却資産および土地で合計取得額

が2,700万円を超えるもの。

製造業および旅館業（下宿

を除く）、情報通信技術利

用事業で青色申告書を提

出する個人または法人

直接製造の用に供す

る工業生産設備（土

地・家屋・機械・装置

等）または旅館業設備

業　　種
取得価格

対　　象

個人および資本金1,000万円以下の法人

500万円以上

資本金1,000万円超5,000万円以下の法人

1,000万円以上

資本金5,000万円超の法人

2,000万円以上

個人若しくは法人であって取得価格が

500万円以上

製造業および旅

館業（下宿を除

く）で青色申告

書を提出する個

人または法人

情報サービス業

等

農林水産物生

産・加工業

直接製造の用に供する工業生産設備（土地・家
屋・機械・装置等）または旅館業設備。

事業の用に供する施設または設備（土地・家屋・
機械・装置等）
農林水産物生産・加工業については、農林水産物
を直接、若しくは農林水産物を原材料に製造・加
工・調理したものを主に四万十市産業振興促進
計画区域外の地域の者に店舗で販売する必要が
あります。

対象及び取得価格
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土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

「
お
!!
な
か
・
す
く
線
ウ
オ
ー
ク
ツ
ア
ー
」だ
よ
り

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、駅
か
ら
の
ウ
オ
ー
ク
＆
ツ

ア
ー
と
し
て
、沿
線
の
駅
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
へ「
歩
い

て
感
じ
る
旅
」を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
見
ど
こ
ろ
を
盛
り
込
み
な
が
ら
巡

る
旅
は
、毎
回
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
大
変
好

評
で
す
。

　　
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
、地
域
の
歴
史
や
自

然
・
街
の
魅
力
を
ぜ
ひ
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
!!

　
次
回
は
、【
12
／
12（
土
）で
あ
い
の
里
　
蜷
川
地
区
満
喫

　
そ
ば
打
ち
体
験
ウ
オ
ー
ク
】自
作
の
そ
ば
を
召
し
上
が
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
　
営
業
課

　
☎（
3
5
）4
9
6
2（
平
日
8
時
30
分
〜
17
時
30
分
）

◎
ク
リ
ス
マ
ス
列
車
　
運
行
中
！

　
今
年
も
12
月
25
日
ま
で
、宿
毛
〜
窪
川
間
で「
ク
リ
ス
マ
ス

列
車
」を
運
行
し
て
い
ま
す
。
普
通
列
車
内
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
モ
ー
ル
、リ
ー
ス
な
ど
を
飾
り
付
け
て
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
を
演
出
し
ま
す
。

　
12
月
11
日（
金
）に
は
、地
元
保
育
所

の
園
児
に
協
力
し
て
も
ら
い
、中
村
駅

や
宿
毛
駅
な
ど
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
普
段
列
車
に
乗
ら
な
い
方
も
乗
車

し
て
、ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
運
行
時
間
等
に
つ
き
ま
し
て
は
運

行
会
社
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
　
☎（
3
5
）4
9
6
1

◎
☆
今
年
も
高
校
生
と
共
同
で

　「
ク
リ
E
C
O
ス
マ
ス
」☆

日
時：
12
月
22
日（
火
）17
時
〜

場
所：
中
村
駅
・
土
佐
入
野
駅

　
今
年
も
中
村
高
校
や
大
方
高
校
の

高
校
生
と
共
同
で
、手
作
り
廃
油
キ
ャ

ン
ド
ル
を
使
っ
た「
ク
リ
E
C
O
ス
マ

ス
」を
実
施
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
・・・

　
高
校
生
と
コ
ラ
ボ
し
た
企
画
の
実
施
や
各
市
町
村
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
店
な
ど
、公
共
交
通
の
利
用
者
が
増
え
る
よ
う
な
活

動
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。鉄
道
や
バ
ス
を
応
援
し
た
い
と
思

う
方
、年
会
費
は
千
円
か
か
り
ま
す
が
、加
入
し
て
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西
南
交
通
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

　
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎（
3
5
）4
9
6
2 

　 

F
A
X（
3
4
）2
2
9
9

【11/3発 三原村どぶろく祭り
と中筋川ダム見学ウオーク】

【9/26発 古津賀古墳と四万
十川河口へのみちウオーク】

【10/31発 延光寺!!瞑想・法話体験
ミニ八十八カ所巡りと中村宿毛道路高架橋見学ウオーク】

問 

観
光
課 

観
光
係

℡ 

（
３
４
）１
７
８
３

冬
休
み
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

期
間
　
12
月
26
日（
土
）〜
1
月
6
日（
水
）

場
所
　
四
万
十
川
学
遊
館
あ
き
つ
い
お

対
象
　
有
料
入
館
者

イ
ベ
ン
ト
１

・「
金
運
ナ
マ
ズ
再
降
臨
」

〜
去
年
よ
り
も
さ
ら
に
黄
金
色
か
が
や
き
、金
運
ア
ッ
プ
!?
〜

　
昨
年
の
冬
休
み
に
初
お
目
見
え
し
た「
金
運
ナ
マ
ズ
」。今

年
も
、冬
休
み
期
間
中
だ
け
の
特
別
展
示
で
す
。ナ
マ
ズ
の

種
類
は
琵
琶
湖
に
生
息
す
る
イ
ワ
ト
コ
ナ
マ
ズ
で
、そ
の
輝

く
よ
う
な
黄
金
色
の
姿
か
ら
、財
宝
神
の
弁
才
天
に
ち
な
み

「
弁
天
ナ
マ
ズ
」と
呼
ば
れ
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
に

比
べ
、体
は
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
黄
金
部
分
も
拡
大
し
て

お
り
、ご
利
益
が
期
待
で
き
る
か
も
…

　
ぜ
ひ
、神
頼
み
な
ら
ぬ
ナ
マ
ズ
頼
み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
２

・「
親
子
で
お
や
こ
さ
が
し
」

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら
珍
し
い

も
の
ま
で
、展
示
さ
れ
て
い
る
ト
ン
ボ
の

幼
虫（
ヤ
ゴ
）
10
種
類
が
何
ト
ン
ボ
に
な
る

か
を
、解
答
用
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。正

解
率
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。ぜ
ひ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

・「
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
期
間
中
、入
館
さ
れ
た
小
学
生
以
下
の

方（
4
歳
〜
12
歳
）を
対
象
に
ト
ン
ボ
王
国

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ「
紙
の
お
も
ち
ゃ
作

り
」シ
リ
ー
ズ
5
点
の
中
か
ら
、お
好
き
な

物
を
3
点
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

（
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
所
持
の
方
は
、1
回
の
み
）
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11
月
14
日(

土)

、西
土
佐
黒
尊
親
水
公
園
で『
し
ま

ん
と
黒
尊
む
ら
ま
つ
り
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
が
悪
く
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
も
若
干
変

更
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、例
年
に
比
べ
来
場
者
は
少

な
め
で
し
た
が
、「
猪
汁
」や「
黒
尊
川
の
天
然
鮎
」、「
鮎

の
姿
す
し
」な
ど
地
元
の
方
々
の
お
も
て
な
し
に
、訪

れ
た
方
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
殿
橋
の
紅
葉
も
ピ
ー
ク
は
超
え
て
い
た
も
の
の
、

も
み
じ
狩
り
ツ
ア
ー
参
加
者
は
雨
上
が
り
の
紅
葉
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
し
い
た
け
の
菌
打
ち
や
マ
イ
箸
作
り
も
大
変
好
評

で
、ホ
ダ
木
に
菌
を
打
ち
込
ん
だ
り
、箸
を
磨
く
姿
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
た
く
さ
ん
の
地
元
産

品
を
配
り
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

し
ま
ん
と
黒
尊
む
ら
ま
つ
り

囲
碁〝
土
佐
本
因
坊
〞獲
得

中
西
史
年
さ
ん

三
ツ
又
ぎ
ん
な
ん
祭
り

　
10
月
11
日
、県
内
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
の

頂
点
を
決
め
る
第
65
期
土
佐
本
因
坊
戦
を

本
市
在
住
の
中
西
史
年
さ
ん
（
中
村
桜

町
）
が
制
し
、
み
ご
と
〝
土
佐
本
因
坊
〞

の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
幡
多
地

域
か
ら
土
佐
本
因
坊
が
で
る
の
は
37
年
ぶ

り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
10
月
27
日
に
は
囲
碁
関
係
者
ら
と
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、土
佐
本
因
坊
の
獲
得
を

報
告
し
ま
し
た
。
囲
碁
歴
三
十
数
年
に
な

る
中
西
さ
ん
は
、念
願
の
タ
イ
ト
ル
獲
得

に「
実
感
が
ま
だ
わ
か
な
い
。精
進
し
て
２

回
・
３
回
と
防
衛
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

囲
碁
が
普
及
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
10
月
25
日（
日
）、今
年
で
19
回
目
と
な
る
三
ツ
又
ぎ
ん
な
ん
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
り
、会
場
と

な
っ
た
三
ツ
又
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
、地
元
で
採
れ
た
ぎ
ん
な
ん
や
し
い
た
け
、

ゆ
ず
の
加
工
品
な
ど
の
販
売
と
併
せ
て
い
り
た
て
の
ぎ
ん
な
ん
の

試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。来
場
者
は
香
ば
し
い
ぎ
ん
な
ん
に
舌
鼓
を

打
っ
た
後「
あ
め
ご
釣
り
」、「
三
ツ

又
工
房
」の
２
つ
の
体
験
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
三
ツ
又
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、午
後
か
ら
は
、恒
例
と
な

る「
ぎ
ん
な
ん
と
ば
し
大
会
」が
開

催
さ
れ
、口
に
含
ん
だ
ぎ
ん
な
ん
を

ど
れ
だ
け
遠
く
に
飛
ば
せ
る
か
を
、

男
性
、女
性
、子
ど
も
の
3
部
で
競

い
合
い
ま
し
た
。中
に
は
10
ｍ
を
超

え
る
よ
う
な
大
記
録
も
あ
り
、各
部

の
1
〜
3
位
に
は
景
品
の
ぎ
ん
な

ん
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
終
わ
り
に
は
、子
ど
も
た

ち
に
よ
る「
ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取

り
」が
行
わ
れ
、初
め
の
う
ち
は
素

早
く
逃
げ
る
ア
メ
ゴ
と
そ
の
感
触

に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に

コ
ツ
を
つ
か
み
、び
し
ょ
び
し
ょ
に

ぬ
れ
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
ア
メ

ゴ
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
交
流
の
取
り
組
み
と
し
て

始
ま
っ
た
こ
の
お
祭
り
も
、今
で
は

地
区
内
外
の
人
が
集
ま
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、地
元
に
活
力
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

表敬訪問し報告する中西さん
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寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

★みんなで守ろう「三ない運動」

☆政治家からの寄附の禁止
　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄附を行うことは、名義のいかんを問わず特定の場合を
除いて一切禁止されています。有権者が求めてもいけません。冠婚葬祭における贈答なども寄附になるので、
注意してください。

　【禁止されている寄附（例）】

【問い合わせ先】（市）選挙管理委員会事務局　☎(34)1784

選挙情報を四万十市公式ホームページに掲載していますのでご利用ください。
http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/senkyo/main.html

～みんなで徹底しよう三ない運動～
　政治家（候補者、立候補予定者、現に公職にある者）と私たち有権者とのつながりはとても大切です。しかし、
金銭や品物で関係が培われるようでは、いつまでたっても明るい選挙、お金のかからない選挙に近づくことは
できません。

　お金や品物を贈ったり、贈らせたりすることによって、貴重な一票が害せられることのないよう、買収や供応
のないきれいな選挙を実現しましょう。

有権者は政治家に寄附を　　　求めない

政治家から有権者への寄附は　受け取らない

政治家は有権者に寄附を　　　贈らない
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市教委だより
四万十市一校一役『オール　四万十』実践交流発表会

　既に「広報四万十 7月号」にてお知らせのとおり、昨年度に引き続いて、市内25校全ての小中学校が、校長先
生のリーダーシップによる授業の工夫や課題の改善に向けた取り組みを行っています。それぞれの学校の取り
組みをお互いに交流する発表会を下記のとおり開催します。保護者・地域の皆さまにもご案内いたします。実践
交流からの参加や一部の参加でもかまいませんので、どうぞお気軽にお越しください。

■日　時：12月21日（月）　14：00～16：45
■場　所：市立中村小学校（中村新町3-20）
　　　　　※駐車については、中村小学校および中村中学校の校庭にお願いします。
■日　程

■実践交流（教室別発表校一覧）

実践交流①

14:25～15:05

実践交流②

15:15～15:55

実践交流③

16:05～16:45

Ａ

蕨岡中

利岡小
後川中

蕨岡小

Ｄ

中筋小

八束小
八束中

中筋中

Ｂ

川登小

東中筋小

大用小

C

東中筋中

大用中

大川筋中

F

中村西中

西土佐中

中村中

G

東山小

中村小

西土佐小

E
下田小
竹島小
下田中

具同小

中村南小

＊児童生徒は参加しません。教職員が参加します。

【問い合わせ】（市）教育委員会事務局　学校教育課　☎（３４）５４４５

学校の取組の様子をちらっと見に来てください

全体会

（体育館）

実践交流①

（A～G各教室）

実践交流②

（A～G各教室）

実践交流③

（A～G各教室)
受
付

移
動

移
動

移
動

閉
会
放
送

13:30   14:00       　 14:15   14:25     　　        15:05 　 15:15    　　　        15:55    16:05    　　         16:45 

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

12 379冊

児
童
書  

え
ほ
ん

/

ギブ・ミー・ア・チャンス

下町ロケット２

私的読食録｠｠

図説真田一族

人魚の眠る家

母がおカネをかくします。

明治・金色キタン

モノは好き、でも身軽に生きたい。

荻原　浩

池井戸　潤

堀江　敏幸

丸島　和洋

東野　圭吾

吉川　浩

畠中　恵

本多　さおり

おじいちゃんのコート

怪談オウマガドキ学園 15 ぞくぞくドッキリ学園祭

ここで土になる

ニコラといたずら天使

ニホンカワウソはつくづく運がわるかった?! 

パディントンのマーマレード迷路

フリーダ・カーロ

ぼくの天国ポスト

バーバラ・マクリントック

常光　徹

大西　暢夫

キャロライン・アダーソン

熊谷　さとし

R.W.アリー

筑摩書房編集部

福田　岩緒

12
月
７
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
14
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
21
日（
月
）定
　
休
　
日

　
　
23
日（
水)

天
皇
誕
生
日

　
　
25
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　
28
日（
月
）定
　
休
　
日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
12
平成27年

November

新着おすすめ8+8★
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ
★

　
12
月
28
日（
月
）か
ら
１
月
４
日（
月
）ま
で
お
休
み
し
ま
す
。

　
＊
来
年
は
１
月
５
日（
火
）か
ら
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
お
休
み
中

　
　
の
本
の
返
却
は
、一
階
脇
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト（
分
館
は
玄
関
脇
）

　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、D
V
D
・
ビ
デ
オ
・
紙
芝
居
は
、壊
れ
や
す
い
資
料
で
す
の

で
、図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
★

　
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
中
心
に
、た
の
し
い
お
は
な

し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
は
な
し
会
の
後
に
は
、す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
よ
♡

【
日
時
】12
月
20
日（
日
）10
時
30
分
か
ら

【
場
所
】図
書
館
本
館（
お
は
な
し
の
へ
や
）

【
対
象
】3
歳
く
ら
い
か
ら

　
　
　
申
し
込
み
不
要
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121年に1度は健診を

乳幼児相談・ママタッチ

乳幼児相談・離乳食相談・歯科相談

特定健診（生活習慣病健診）（未受診者対象）注

大腸がん検診・容器配布

大腸がん検診・容器配布

大腸がん検診・容器回収

献血

大腸がん検診・容器回収

1歳9カ月児健診

献血

定例健康相談

ぴよっこクラブ（親子の集い）

定例健康相談

献血

乳児健診

献血

3歳児健診

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

東山～下田地区（巡回）

奥屋内～岩間 方面

東山・下田地区

サニーマート四万十店

奥屋内～岩間 方面

健康管理センター

四国電力（株）中村支店、中村警察署

西土佐総合支所

西土佐保健センター

西土佐総合支所

フジグラン四万十店

健康管理センター

JA高知はた本所、竹本病院

健康管理センター

東山・下田地区

9：30～11：00

13：00～14：30

8:30～11：00、13：30～15：30

9：00～15：00

9：30～12：00

～9：00

11：00～17：00

8：00まで

12:50～13:30

9:00～12：00、14：00～16：00

9：00～11：00

9：30～11：30

9：00～11：00

11：00～17：00

12:50～13:30

9:00～11：00、12：00～16：00

12：50～13：30

11日（金）

12日（土）

14日（月）

17日（木）

18日（金）

21日（月）

24日（木）

4日（月）

5日（火）

6日（水）

8日（金）

時間

1月

12月

事業名月日 場所該当地区

【問い合わせ先】（本庁）保健介護課　0(34)1115　（総合支所）保健課0(52)1132

注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の
　 協会けんぽ等に加入している被扶養者の人が対象です。
※12月10日（木）までの計画については、広報四万十11月号に掲載しています。

本年度のがん検診を受診していない人を対象に、次の日程でがん検診を実施します。

事前の申し込み（電話予約）が必要ですのでご注意ください。申込受付は検診実施日の2週間前までです。

【実施日・会場・検診の種類】 ※各日午前中に検診を実施します。
○四万十市近隣の会場のみ記載しています。他の日程は県健康対策課ホームページをご覧ください。

【対象となる人】
次の対象年齢の人のうち、本年度（平成27年4月1日～）がん検診を受診していない人

【申込方法】12月14日（月）から電話にて申込を受け付けます。

　　　　　（実施日ごとの定員に達した時点で申込を締め切りますので、ご了承ください）

　　　　　申込受付時間　8時30分から17時まで（土・日・祝日を除く）

　　　　　※通常の市町村検診と申込先が異なりますのでご注意ください。

実施日 場所

平成28年1月30日（土）

平成28年2月20日（土）

宿毛市　幡多健診センター

宿毛市　幡多健診センター

肺

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

胃 大腸 乳 子宮

検診名

胸部レントゲン（肺がん）検診

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

対象者

65歳以上の男女

40～64歳の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

40歳以上の女性

20歳以上の女性

検診料金（対象外者）

無料

200円（1,200円）

1,000円（5,400円）

300円（1,600円）

900円

600円 健康維新の志士
けん　しんたろう君

【問い合わせ先・申込先】　高知県総合保健協会　☎088（831）4351
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■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許

　
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
、効
能
・
効

　
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と

　
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て
お
り
、切
り
替

　
え
る
こ
と
で
薬
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、治
療

　
内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

　
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の
送
付

〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
７
割
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
〜

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定
軽
減
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
平
成
23
年
３
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、本
年
６
月
ま
で
に
3
9
5
2
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
1
億
1
千
6
4
4
万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ

た
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
は

　
　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、

　
主
治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

　
ド
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は
保
険
証
と
一
緒
に
送

　
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
１
階
市
民
課
、西
土
佐
総
合
支
所
に
も
あ
り
ま

　
す
。）

　
　

医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係
　
　
　
　
　
　
　
☎（
３
４
）１
１
１
４

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
　
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１
　

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）と
は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）の
特
許

　
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
、効
能
・
効

　
果
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
に
比
べ
て
開
発
費
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と

　
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、平
均
的
に
新
薬
よ
り
低
価
格
と
な
っ
て
お
り
、切
り
替

　
え
る
こ
と
で
薬
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、治
療

　
内
容
に
よ
っ
て
は
新
薬
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

　
薬
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
の
送
付

〜
通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
約
７
割
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
〜

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定
軽
減
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
通
知
を
平
成
23
年
３
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、本
年
６
月
ま
で
に
3
9
5
2
人
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
、約
1
億
1
千
6
4
4
万
円
の
医
療
費
削
減
効
果
が
あ
っ

た
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
ば
か
り
で
な
く
、国
保
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
は

　
　

受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、

　
主
治
医
や
薬
剤
師
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

　
ド
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。（
希
望
カ
ー
ド
は
保
険
証
と
一
緒
に
送

　
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
役
所
１
階
市
民
課
、西
土
佐
総
合
支
所
に
も
あ
り
ま

　
す
。）

　
　

医
療
費
削
減
の
た
め
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と
普
及
に
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）市
民
課
　
国
保
係
　
　
　
　
　
　
　
☎（
３
４
）１
１
１
４

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室
　
　
　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
１
１
　

《
四
万
十
市
健
康
の
秘
訣
12
か
条
》

　
第
７
条「
思
い
や
り
、感
謝
の
気
持
ち
を
も
と
う
」

　
家
族
や
周
り
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、言

葉
で
伝
え
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。声
か
け
し

あ
え
る
関
係
作
り
は
こ
こ
ろ
の
安
定
に
つ
な
が
り

ま
す
。

１
．あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

　
あ
い
さ
つ
は
、人
間

関
係
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第

一
歩
で
す
。地
域
等
で

出
会
っ
た
人
と
積
極

的
に
自
分
か
ら
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
距
離
感
を

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．近
所
や
地
域
の
人
で
声
を
か
け
合
お
う

　
日
ご
ろ
か
ら
声
を
か
け
合
う
こ
と
は
、地
域
の
つ

な
が
り
を
強
め
ま
す
。身

近
な
人
と
仲
良
く
助
け

合
い
、生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、集
ま

る
場
を
設
け
、声
を
か
け

合
っ
て
交
流
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

〜

〜

ひ
け
つ

『
他
人
の
短
所
を
見
れ
ば
憂
う
つ
に
な
り
、

他
人
の
長
所
を
見
れ
ば
人
生
が
明
る
く
な
る
』

出
典：

デ
ー
ル
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
　『
人
を
動
か
す
』創

元
社（
１
９
３
７
年
）

「
こ
の
人
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
だ
ろ
う
」と
少
し
意

識
す
る
だ
け
で
、見
逃
し
て
い
た
長
所
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
人
の
良
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
る

と
、ほ
め
る
言
葉
が
増
え
て
、好
き
な
人
が
増
え
て
、

毎
日
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
は
ず
で
す
。

次
回
は
、健
康
の
秘
訣
12
か
条
の
第
８
条「
お
酒
は

適
量
に
、週
２
日
は
休
肝
日
を
持
と
う
」で
す
。

四
万
十
市
健
康
の
秘
訣
12
か
条
を
毎
月
１
条
ず
つ

シ
リ
ー
ズ
で
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

四
万
十
市
健
康
推
進
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
☎（
３
４
）１
１
１
５

　
　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
　
　
　
　
☎（
５
２
）１
１
３
２

17

平
成
27
年
12
月
号



シリーズ⑤　介護負担を減らすためにできること～まず「認知症」を知ろう～

　認知症はさまざまな症状が出現するため、知識が不十分だと認知症による言動を理解できずに介護者が
精神的に追い込まれ、虐待につながってしまうこともあります。介護者と周囲の援助者が認知症について
正しく知ることで、認知症のさまざまな症状に落ち着いて対処することが可能となり、介護にかかる負担
も軽減されます。

認知症の介護は一人で背負わず、いろいろなサービスや制度を利用して、自分のための「ゆとり」をもつこ
とも大切です。次回は、介護者が活用できる社会サービス等についてご紹介します。

虐待かもしれない…相談したい…と思ったら

　地域包括支援センターへご相談ください。相談は無料、秘密厳守で対応します。
　中村地域　　☎（34）0170 〔夜間、土日、休日の連絡先 ☎（34）0170〕
　西土佐地域　☎（52）1000 〔夜間、土日、休日の連絡先 ☎（52）1111〕

「気づこう！防ごう！高齢者虐待」

はいかい

対応のポイント

①まずは受診から
　認知症は原因となる病気を治すことによって改
善することもあります。まずは主治医に相談しま
しょう。

②「どうせ本人は何も分からないから」は間違い
　認知症の人は、現状を理解できない不安やストレ
スと闘っています。周りから見れば不可解な言動や
行動も、そうした本人の不安の表れと言えます。

③３つの「ない」を大切に
　認知症の方と接する時には、「驚かせない」「急が
せない」「プライドを傷つけない」ことに配慮しま
しょう。本人のペースになるだけ合わせる心の余裕
が必要です。

認知症ってなに？

認知症は脳が萎縮したり血管が詰まったりするこ
とで脳の知的機能が低下して、日常生活に支障をき
たす状態のことを言います。

うまく状況を理解できないために、人によっては落

ち着かず眠れなくなったり、イライラしたり徘徊す
る人もいます。

家事の段取りが
できない

人をみても
誰か分からない

新しいことが
覚えられない

介護サービス事業を紹介します（第3回）
　今回は、認知症の方を対象としたデイサービスを紹介します。

《認知症対応型通所介護》
　認知症対応型通所介護は認知症の方を対象にした専門的なケアを提供するサービスで、利用者が可能な限
り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、認知症の利用者がデイサービスセンターなどの施設に
通い、食事や入浴などの日常生活上の支援や、生活機能向上のための機能訓練や口腔(こうくう)機能向上サー
ビスなどを日帰りで受けることにより、自宅にこもりきりの利用者の社会的孤立感の解消や心身機能の維持
回復だけでなく、家族の介護負担軽減などが図られます。また、自宅から施設までの送迎も受けられます。 

対象者

以下の２つの要件の両方を満たす方が対象となります。
　１　四万十市に在住している要支援または要介護の認定を受けている方
　２　医師から認知症の診断を受けている方

利用料金のめやす

　介護保険の自己負担額の他に、昼食代やおやつ代の費用がかかります。金額は事業所の設定金額や介護度
によって異なりますが、四万十市内の事業所はおおむね利用1回当たり1,500円～2,000円程度となります。

事業所（問い合わせ先）

四万十市内にある認知症対応型のデイサービスは下記事業所のみです。
　四万十市中村愛宕町28番地　デイサービスセンターくろしお
　☎（35）2221
※その他サービス等、介護保険に関することは（市）保健介護課 介護保険係〔☎（34）1165〕までお問い合わせ
　ください。
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30

　子育てについて思っていること、悩んでいることな
ど、気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来
所しての相談にも応じます。　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

　　親子ふれあい活動

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

　　その他の活動　

歌ったり踊ったりおやつを食べたり…みんなで楽しくクリ

スマスを過ごしましょう！サンタさんはどんなプレゼント

を持って来てくれるかな？お楽しみに…

おやつを持って参加してください。

※この活動は、プレゼントなどの用意があるため登録して

　いる方に限らせていただきます。

[ぴよちゃんクラブ]12月1４日(月)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）15日(火)　9：３０～11：30

子育て支援センター

たこを飛ばそう
お母さんと一緒に色画用紙で簡単なたこを作るよ。できたら

お庭で飛ばそうね。上手に飛ばせるかな？

※①、②、③グループ一緒の活動です。

1月8日（金）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆クリスマスお楽しみ会

時

場

時

場

時

場

澤田先生の子育てについての講話を聞いた後、みんなで

色々なおしゃべりを楽しみましょう。子育ての悩みについ

ても答えてくれますよ。初めての方もお気軽にどうぞお越

し下さい。

1月12日（火）　10：00～11：30

子育て支援センター

◆おしゃべり広場（妊婦・0・1・2・3歳児対象）

●初めて参加を希望される人は、準備などの都合がありま
　すので、あらかじめご連絡ください。(活動内容によって
　は、ご遠慮をお願いする場合もあります)　 
　詳しくはお問い合わせください。

◎休所のお知らせ
12月24日(木)午前は、ぴよっこクラブ(西土佐)参加のため
休所します。

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!

保 育 所 名

もみじ保育所

東中筋保育所

具 同 保 育 所

古津賀保育所

愛 育 園

1月12日

12月15日

1月14日

1月5日

12月16日

火

火

木

火

水

時　間

9：30 ～ 11；00

9：30 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

10：00 ～ 11：00

9：30 ～ 10：30

駐車場

数台分有

〃

〃

〃

なし

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

月日

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター

“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748

　
９
月
15
日
、高
瀬
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
に
お

じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、男
性
５
人
、女
性
８
人
の
計
13
人
が

参
加
し
て
、『
介
護
予
防
、高
齢
者
・
障
害
者
生
き
が

い
交
流
事
業
』に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、集
会
所
に
来
た
人
か
ら
保
健
師
が
血
圧
測

定
を
行
い
、参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　
一
息
つ
い
た
ら
、次
は「
じ
ゃ
ん
け
ん
ペ
タ
ン
コ
」

で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。じ
ゃ
ん
け
ん
ペ
タ
ン
コ
と

は
、グ
ー
、チ
ョ
キ
、パ
ー
が
描
か
れ
た
お
じ
ゃ
み

（
ペ
タ
ン
コ
）を
、同
じ
く
グ
ー
、チ
ョ
キ
、パ
ー
が
描

か
れ
た
円
盤
状
の
的
の
上
に
投
げ
、勝
つ
と
こ
ろ
に

入
れ
ば
得
点
、負
け
れ
ば
減
点
と
な
る
ゲ
ー
ム
で

す
。自
分
の
持
っ
て
い
る
ペ
タ
ン
コ
が
勝
つ
の
は
ど

の
的
な
の
か…

と
て
も
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
で
す
。ま

た
、小
さ
な
ペ
タ
ン
コ
を
的
の
上
に
乗
せ
る
の
は
な

か
な
か
難
し
い
！
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
勝
負

と
い
う
こ
と
で
、チ
ー
ム
の
仲
間
を
応
援
し
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
体
を
動
か
し
た
後
は
、毎
月
実
施
し
て
い
る
食
事

会
を
行
い
、参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
今
日
の
お
弁
当
は
い
つ
も
よ
り
お
い
し
い
ね
」と

話
な
が
ら
、楽
し
く
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　
代
表
者
か
ら「
参
加
者
が
楽
し
め
る
活
動
を
目
指

し
て
い
ま
す
。」と
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、高
瀬
地

区
の
皆
さ
ん
は
笑
顔
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）保
健
介
護
課
　
高
齢
者
福
祉
係
　
☎（
3
4
）1
1
6
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係
　
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

〜
　
楽
し
く
集
え
る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
！
　
〜

健
康
福
祉
委
員
会
だ
よ
り
vol.6

【
高
瀬
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
】

人
口
カ
ル
テ：

12
世
帯
20
人（
男
性
11
人
・
女
性
９
人
）

65
歳
以
上
12
人
・
高
齢
化
率
60
％
　

（
平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
　
市
人
口
統
計
月
報
）
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●
保
育
所
と
は

　
　
保
護
者
の
就
労
や
出
産
・
病
気
な
ど
に
よ
り
、ご
家
庭
で
の
保
育
が
十
分
で
き
な
い（
保

　
育
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
）場
合
に
、保
護
者
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
保
育
す
る
こ

　
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

●
幼
稚
園
と
は

　
　
満
３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
ま
で
の
児
童
を
教
育
し
、年
齢
に
相
応
し
い
適
切
な
環
境
を

　
整
え
、心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
た
め
の
教
育
施
設
で
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
と
は

　
　
教
育･

保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設
で
、幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
方
の
性
質
を
併
せ
持
っ

　
て
い
る
施
設
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、平
成

27
年
４
月
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
で
は
、幼
稚
園
、保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
等
を
利
用
す
る
際
に
、市
か
ら
保
育

の
必
要
性
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。認
定
申
請
は
、保
育

所
等
の
入
所
申
込
み
と
同
時
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、認
定
の
区
分
に
つ

い
て
は
、年
齢
や
希
望
施
設
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
認
定
の
種
類
】

※

１
　
満
３
歳
未
満
の
児
童
を
保
育
す
る
施
設
で
、市
の
基
準
を
満
た
し
認
可
す
る
施
設
　

　
　
　（
事
業
所
内
保
育
施
設
等
）

【
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分
】

　
２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定
を
受
け
る
児
童
は
、保
育
が
必
要
な
時
間
に
よ
っ
て「
保
育

標
準
時
間
」ま
た
は「
保
育
短
時
間
」に
区
分
さ
れ
ま
す
。

○
保
育
標
準
時
間（
１
日
最
大
11
時
間
ま
で
の
利
用
）…

就
労
等
の
状
況
が
１
カ
月
1
2
0

　
時
間
以
上

　（
１
日
７
・
５
時
間
以
上
か
つ
月
16
日
以
上
勤
務
）

○
保
育
短
時
間（
１
日
８
時
間
の
利
用
）…

就
労
等
の
状
況
が
１
カ
月
48
時
間
以
上

　（
１
日
３
時
間
以
上
か
つ
月
16
日
以
上
勤
務
）

※

区
分
に
よ
り
保
育
料
は
異
な
り
ま
す
。

◇
入
所
要
件

●
保
育
所
に
入
所
で
き
る
児
童
は
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
児
童
で
す
。

１
四
万
十
市
に
住
民
登
録（
予
定
を
含
む
）を
し
、実
際
に
生
活
を
し
て
い
る
児
童

２
保
護
者
が
下
記
に
該
当
し
、日
中
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

　
・
就
労（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、自
営
業
、居
宅
内
労
働
等
を
含
む
）

　
・
妊
娠
、出
産
　
・
保
護
者
の
疾
病
、障
が
い
　
・
長
期
入
院
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

　
・
災
害
復
旧
　
・
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

　
・
就
学（
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
含
む
）

　
・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
　
・
育
児
休
業（
当
該
児
童
を
除
く
）

◇
申
込
方
法

　
所
定
の
入
所
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　※

入
所
申
込
書
は
12
月
21
日（
月
）よ
り
配
付
を
開
始
し
ま
す
。

　※

１
号
認
定
に
つ
い
て
は
、直
接
、施
設（
認
定
こ
ど
も
園
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　※

現
在
、保
育
所
等
に
入
所
し
て
い
て
、平
成
28
年
度
も
継
続
し
て
入
所
を
希
望
す
る
児
童

　
　
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、現
在
入
所
中
の
保
育
所
等
か
ら
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
申
込
期
間

　
●
４
月
入
所
　
　
　
１
月
12
日（
火
）〜
22
日（
金
）

　
●
５
月
以
降
入
所
　
１
月
12
日（
火
）〜
随
時

　※

５
月
以
降
の
入
所
に
つ
い
て
は
前
月
15
日
を
締
切
と
し
て
随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

◇
受
付（
配
付
）場
所
お
よ
び
時
間

平
日
　（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所 

保
育
所
係
　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
各
保
育
所
）※
提
出
書
類
の
確
認
の
た
め
、で
き
る
だ
け
市
役
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

平成28年度　保育所等の入所案内平成28年度　保育所等の入所案内

支
給
認
定
区
分

１
号
認
定

２
号
認
定

３
号
認
定

対
　
　
象

保
育
を
必
要
と
し
な
い
満
３
歳
以
上

の
児
童

保
育
を
必
要
と
す
る
満
３
歳
以
上
の

児
童

保
育
を
必
要
と
す
る
満
３
歳
未
満
の

児
童

利
用
で
き
る
施
設
・
事
業

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部
分
）

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園（
保
育
部
分
）

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園（
保
育
部
分
）

（
地
域
型
保
育
事
業
）※

１
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土
曜
日

　
市
役
所
閉
庁
の
た
め
保
育
所
の
み
で
受
付

　
８
時
30
分
〜
12
時

※

入
所
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
は
行
い
ま
す
が
、申

　
し
込
み
状
況
に
よ
り
入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部
分
）に
つ
い
て
は
保
育
の
必
要
性

　
の
有
無
に
限
ら
ず
、入
所
の
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

※

認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部
分
）の
利
用
に
つ
い
て
は
、１
号
認

　
定
と
な
る
た
め
、満
３
歳
以
上
の
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
１
号
認
定
に
つ
い
て
は
、直
接
、施
設（
認
定
こ
ど
も
園
な
か

む
ら
園
・
中
村
幼
稚
園
）に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。２
号
・
３
号

認
定
に
つ
い
て
は
、市
へ
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
１
号
認
定
の
募
集
は
12
月
１
日（
火
）よ
り
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

　
２
号
・
３
号
認
定
の
受
付
期
間
、申
込
方
法
は
前
ペ
ー
ジ
の

保
育
所
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
　
な
か
む
ら
園
・
中
村
幼
稚
園
に
つ
い
て
詳
し

く
は
左
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

中
村
幼
稚
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
a
k
a
m
u
ra
y
o
u
c
h
ie
n
.c
o
m
/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
　
　
庁
）福
祉
事
務
所
　
保
育
所
係

　
　
　
　
　
　
☎（
3
4
）1
7
8
0

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎（
5
2
）1
1
3
2

保育所
愛育園
もみじ保育所
あおぎ保育所
下田保育所
竹島保育所
古津賀保育所
東山保育所
蕨岡保育所
大用保育所
川登保育所　
利岡保育所
具同保育所
八束保育所
東中筋保育所
中筋保育所
川崎保育所
本村保育所
めぐみ乳児保育園
ひかり乳幼児保育園
リトル・フレンド

事業所内保育施設
キッズハウスどんぐり

認定こども園
認定こども園　なかむら園・中村幼稚園

1

2

3
4
5

6

7

保育所
受入年齢が「2歳」からの保育所
受入年齢が「1歳」からの保育所
（本村保育所除く）
本村保育所
めぐみ乳児保育園
ひかり乳幼児保育園
リトル・フレンド
キッズハウスどんぐり

認定こども園　なかむら園・中
村幼稚園

入所可能条件
満2歳になった翌月から入所できます。
4月1日時点で1歳に達している児童が入所できます。
※年度途中で1歳に達しても入所できません。
満1歳になった翌月から入所できます。
満4カ月になった翌月から入所できます。
満3カ月になった翌月から入所できます。

満2カ月になった翌月から入所できます。

（保育部分）4月1日時点で1歳に達している児童が入所できます。
※年度途中で1歳に達しても入所できません。
（教育部分）満3歳になった翌月から入所できます。

所在地
中村東町3丁目1番27号
中村四万十町2248番地1
右山元町2丁目3番1－31号
下田2260番地1
竹島3318番地
古津賀1丁目120番地
安並1726番地
蕨岡甲6797番地
大用860番地6
川登1040番地
利岡22番地1
具同田黒1丁目11番46号
間崎1483番地7
楠島945番地5
有岡2210番地
西土佐江川崎225番地
西土佐江川826番地1
具同田黒1丁目11番38号
古津賀942番地
中村大橋通七丁目3番9号

所在地
入田3561番地

所在地
不破2079番地

電話番号
(35)2514
(35)3734
(35)3582
(33)0133
(33)0746
(35)4886
(35)6472
(32)1031
(39)2413
(38)2416
(35)6664
(37)3826
(36)2401
(37)1133
(37)0085
(52)1277
(52)1281
(37)2121
(35)6605
(34)0366
電話番号
(37)1170
電話番号
(34)7511

受入年齢
2歳
2歳
1歳
1歳
1歳
1歳
2歳
1歳
1歳
1歳
2歳
2歳
2歳
1歳
2歳
2歳
1歳

4カ月～2歳児
3カ月～2歳児
2カ月～2歳児
受入年齢

2カ月～2歳児
受入年齢
1歳

定員
110
90
170
50
45
100
80
45
20
30
30
210
60
65
50
70
35
45
50
36

定員
15地域枠（4）
定員
194

平成28年度実施予定保育所、認定こども園

＜入所年齢について＞

※実施予定保育所および入所年齢等については、平成27年12月１日現在であり、変更となる場合があります。
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・幡多中央環境センター（竹島2932-3）
・市役所 本庁4Ｆ 環境生活課　　　　　・市役所 西土佐総合支所1Ｆ 地域企画課
　※大きいものや量が多い場合は、必ず幡多中央環境センターへお持込ください。
≪受付時間≫幡多中央環境センター：平日の9：00～16：30　市役所：平日の8：30～17：15

下記3カ所に直接持ち込んでください。　※ただし、大人1人で持ち運びできる大きさのものに限ります。
②持込回収

回収品目

【問い合わせ先】　（市）環境生活課　☎（34）6126

回収できない品目
事業所で使用していたもの　電気マッサージチェア、電気カーペット
個人情報を含んだままの状態のもの　家電リサイクル対象4品目（テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵庫）

注意事項
●一度回収した小型家電は返却できませんのでご注意ください。
●携帯電話、パソコン等に含まれる個人情報は、完全に消去してから出してください。
●取り外し可能な電池や電球等は、取り外してから出してください。

・市役所本庁　・市役所西土佐総合支所　　・安並スポーツセンター　・文化センター
・フジグラン四万十　・サニーマート四万十店　・ベスト電器四万十店
・須崎スーパーストアデイズ中村店　・JA高知はた中村北部出張所(岩田)　
・JA高知はた中村南部出張所(竹島)　・JA高知はた中村東部出張所(蕨岡)
※回収ボックスは施設内に設置していますので、各施設の開館・営業時間内に投入してください。

下記12カ所に設置している回収ボックスに入れてください。
※ただし、投入口(40cm×20cm)に入る大きさのものに限ります。　※入らないものは②持込回収でお願いします。

①ボックス回収

≪回収方法≫

　漂流物（船）が拾得され、現在、市で水難救護法に基づいてこ
の漂流物を保管しています。
　この漂流物に関する情報をお持ちの人は、下記連絡先まで
連絡をお願いします。

【船の概要】全長3.2ｍ、幅1.19ｍ、深さ0.42ｍ
　　　　　材質：ＦＲＰ製　船外機なし
【発見場所】竹島川右岸鍋島大橋下流800ｍ
【拾得時期】平成27年5月19日
【所有者への引き渡し期限】平成28年3月28日

【連絡先】
　（市）総務課行政管理係　☎（34）1804　　FAX （34）5123

漂流物（船）の所有者に関する情報をお寄せください漂流物（船）の所有者に関する情報をお寄せください

使用済小型家電の無料回収を行っています
　小型家電に含まれるレアメタルなどの資源を再生利用するため、家庭から出る使用済
小型家電の無料回収を行っています。電気・電池で作動する家庭用の使用済小型家電とそ
の付属品が対象となります。
　ごみの減量・再資源化に皆さまのご協力をお願いします。

[通信機器]　携帯電話・PHS　タブレット端末・ラジオ　電話機・ファックス　など
[衛生機器]　電子体温計・血圧計　掃除機　デジタル体重計　など
[事務用機器]　ワープロ　電子辞書・電卓　ICレコーダー　など
[情報関連機器]　パソコン　ハードディスク　プリンター　など
[理美容機器]　ドライヤー　電気かみそり　電動歯ブラシ　など　    　
[映像・音楽機器]　デジタルカメラ・ビデオカメラ　VHS/DVD/BDレコーダー

オーディオプレーヤー　など
[厨房機器]　電器ケトル・電器ポット　電動ミキサー・ジューサー　炊飯器・電子計量器　など
[娯楽機器]　ゲーム機　電子書籍・電子楽器など　電動式おもちゃ　
［その他］　補聴器・懐中電灯　扇風機・空気清浄機　カーナビ・ETCユニット　など
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年
末
年
始
は
外
出
や
飲
酒
の
機
会
も
増
え
事
故
も

多
く
な
り
ま
す
。飲
酒
運
転
は
、「
自
分
の
意
思
」で
あ

り
、「
つ
い
う
っ
か
り
」の
行
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
二
日
酔
い
も「
酒
気
帯
び
運
転
」に
な
り
ま
す
。一
晩

寝
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
が
抜
け
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

の
で
す
が
、実
は
体
内
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。少
し
で
も
残
っ
て
い
る
か
も
と
感
じ
た
ら
、

絶
対
に
運
転
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。翌
朝
早

く
車
を
運
転
す
る
予
定
が
あ
る
と
き
は
、飲
酒
量
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、早
め
に
切
り
上
げ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
担
当
課
】

　
環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係
　
☎（
３
５
）４
１
４
７

　
あ
る
日
突
然
、本
人
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、命

を
奪
わ
れ
る
、怪
我
を
負
う
な
ど
、犯
罪
の
被
害
者

に
な
る
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
直
接
的

な
被
害
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、精
神
的
苦
痛
・
経
済
的
困
難
な
ど
の
二
次
被
害

に
遭
い
、被
害
者
等
の
生
活
に
大
き
な
支
障
が
で

て
き
ま
す
。
高
知
県
に
お
い
て
も
50
人
に
1
人
の

割
合
で
、事
件
や
事
故
等
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、

突
然
被
害
に
遭
い
何
を
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ
か

ら
ず
、一
人
で
悩
む
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
や
支
援
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、社
会
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
定
N
P
O
法
人 

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
☎
0
8
8（
8
5
4
）7
5
1
1

相
談
専
用
電
話
　
☎
0
8
8（
8
5
4
）7
8
6
7

　
　
　
　
　
　
　（
月
〜
金
　
10
時
〜
16
時
）

　〜
犯
罪
被
害
者
週
間

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
1
日
ま
で
〜
　

　
被
害
者
支
援
に
協
力
し
よ
う
と
12
月
末
ま
で
本

庁
1
階
と
西
土
佐
総
合
支
所
1
階
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
担
当
課
】

　
環
境
生
活
課
　
市
民
生
活
係

　
☎（
3
5
）4
1
4
7

　運転する人も周囲の人も、飲酒運転は「絶対にしない」、「させない」、「見逃さない」を徹底
しましょう。
　☆年末年始の交通安全運動　　12月10日（木）～1月9日（土）

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全

指
導
員
だ
よ
り

№28№28

中村署管内の検挙数　23件（11月10日現在）

必
要
と
し
て
い
ま
す

　
あ
な
た
の
さ
さ
え

　
　 

　
社
会
の
さ
さ
え

〜
被
害
者
支
援
に
ご
協
力
を
〜

幡多広域消費生活センター便り

相談は無料、秘密厳守です。安心してご相談ください。

【問い合わせ先】
幡多広域消費生活センター ☎ (34)6301（月～金 9時～12時/13時～17時　祝日・年末年始を除く）

（市）環境生活課 ☎（35）4147

マイナンバー制度に便乗した不審な電話や来訪にご注意！
　10月からマイナンバーが通知されたことに関連して、「口座番号を教えてほしい」「個人情報を調査する」などと
言った不審な電話等に関する相談が全国の消費生活センターに寄せられており、県内の消費生活センターにも相
談が寄せられています。マイナンバー制度に便乗した不審な電話はすぐに切り、来訪があっても断ってください。

ご注意いただきたいこと
　◆不審な電話は、すぐに切り、来訪の申し出があっても断ってください。
　◆少しでも疑問や不安を感じた場合には、お近くの各市町村の担当窓口や消費生活相談窓口、警察までご相
　　談ください。

　　消費者ホットライン「188（いやや！）」 番に掛けると、お近くの消費生活相談窓口につながります。

相談事例
　【事例1】行政機関を名乗り、口座番号を取得しようとする不審な電話
　【事例2】行政機関の職員を名乗り、資産などの情報を聞き出そうとする人の来訪
　【事例3】マイナンバーの管理をうたう業者からの不審な電話
　【事例4】早く手続きをしないと刑事問題になるという不審な電話
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■
免
除
・
納
付
猶
予
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

　
が
あ
る
方
は…

　
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除(
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定

免
除)

・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比

べ
、老
齢
基
礎
年
金(

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金)

の
受
取
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、５
年
以
内
で
あ
れ
ば
、さ

か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る(

追
納)

こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
注
意
事
項

　※

免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

　
　

算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
は
、当
時
の
保

　
　

険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険

　
　

料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
・｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例｣

期
間
が｢

法
定
免

　
　

除
・
申
請
免
除｣

期
間
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る

　
　

場
合
は
、｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例｣

期
間
が

　
　

優
先
し
ま
す
。

　
・｢

法
定
免
除
・
申
請
免
除｣

期
間
が｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学

　
　

生
納
付
特
例｣

期
間
よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る

　
　

場
合
は
、ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
選
択
で
き
ま

　
　

す
。

　
・｢

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例｣

期
間
で
は
、先
に

　
　

経
過
し
た
月
分
か
ら
収
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
・｢

法
定
免
除
・
申
請
免
除｣

期
間
で
は
、先
に
経
過
し
た
月

　
　

分
か
ら
収
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
過
去
５
年
分
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
が

　
納
め
ら
れ
ま
す
!!（
後
納
制
度
）

　
後
納
制
度
と
は
、時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30

年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給
す
る
年
金
額
が
増
え

た
り
、納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　※

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

　
　

す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

　
　｢

10
年
の
後
納
制
度｣

は
、平
成
27
年
９
月
30
日
を
も
っ

　
　

て
終
了
し
ま
し
た
。

○
後
納
制
度
で
２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
付
す
る
メ
リ
ッ
ト

　
・
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
金
を
受
け
る
た
め

　 

に
必
要
な
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

　
・
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

　 

額
が
増
額
す
る

○
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、５
年
以
内
に
納
め
忘
れ

　
　

の
期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

　
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、右
記
①
の
期
間
の
ほ
か
任

　
　

意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

　
③
65
歳
以
上
の
方
で
、年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入

　
　

中
の
方
　

な
ど

　※

60
歳
以
上
で
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方

　
　

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４
ー
10
）

　
☎（
3
4
）1
6
1
6

職場でのトラブルでお悩みの方は「総合労働相談コーナー」へ！
【問い合わせ先】高知労働局総合労働相談コーナー　☎088（885）6027
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0120（783）722（フリーダイヤル）
　　　　　　　四万十総合労働相談コーナー（四万十労働基準監督署内）☎（35）3148

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、退
職

金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て

い
ま
す
。

　
以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、ご
自

身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な

い
人
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ
び

被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、各
種
手
続
き

（
共
済
手
帳
の
紛
失
、退
職
金
の
請
求
等
）の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の
範

囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
支
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
、ご
相
談
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

・
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.rinta

iky
o.ta
isy
okukin.g

o.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
1
ー
24
ー
1 

　
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　
☎
0
3（
6
7
3
1
）2
8
8
7

　
F
A
X 

0
3（
6
7
3
1
）2
8
9
0

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
関
す
る

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
関
す
る

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
関
す
る

お
知
ら
せ
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問 申
窪川モラロジー事務所しまんとニューモラルサークル
福留　☎（32）1698

問
第47回読売中村ロードレース大会事務局
生涯学習課 社会体育振興係（市民スポーツセンター内）　☎（34）2071

教
室
・
講
座

モラロジー生涯学習セミナー「生きがいのある人生に」
　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、私
た
ち
の
心
の
あ
り
方（
心

づ
か
い
・
考
え
方
）に
焦
点
を
当
て
、心
豊
か
な
人

生
、楽
し
い
家
庭
、明
る
い
職
場
、住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
日
々
の
心
づ
か
い
と
行
い
の
あ

り
方
を
、参
加
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
指
針
や
、

子
ど
も
の
教
育
や
親
の
介
護
・
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。本
年
も
全
国
で
4
3
0

会
場
に
て「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

時

　

12
月
7
日（
月
）〜
8
日（
火
）

　

19
時
〜
21
時
15
分（
受
付
18
時
30
分
）

場　

所　

市
立
中
央
公
民
館　

１
階
大
会
議
室

講　

師

　

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

　

社
会
教
育
講
師

　

澤
田
修
一（
京
都
府
）　

前
田
康
子（
大
阪
府
）

参
加
費　

1
5
0
0
円（
消
費
税
含
む
）

主　

催　

公
益
財
団
法
人　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後　

援

　

文
部
科
学
省　

高
知
県
教
育
委
員
会　

四
万

　

十
市　

四
万
十
市
教
育
員
会

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、私
た
ち
の
心
の
あ
り
方（
心

づ
か
い
・
考
え
方
）に
焦
点
を
当
て
、心
豊
か
な
人

生
、楽
し
い
家
庭
、明
る
い
職
場
、住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
日
々
の
心
づ
か
い
と
行
い
の
あ

り
方
を
、参
加
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
な
指
針
や
、

子
ど
も
の
教
育
や
親
の
介
護
・
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。本
年
も
全
国
で
4
3
0

会
場
に
て「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

時

　

12
月
7
日（
月
）〜
8
日（
火
）

　

19
時
〜
21
時
15
分（
受
付
18
時
30
分
）

場　

所　

市
立
中
央
公
民
館　

１
階
大
会
議
室

講　

師

　

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

　

社
会
教
育
講
師

　

澤
田
修
一（
京
都
府
）　

前
田
康
子（
大
阪
府
）

参
加
費　

1
5
0
0
円（
消
費
税
含
む
）

主　

催　

公
益
財
団
法
人　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

後　

援

　

文
部
科
学
省　

高
知
県
教
育
委
員
会　

四
万

　

十
市　

四
万
十
市
教
育
員
会

催
　
し

第47回読売中村ロードレース

冬休み早朝子供水泳教室
　

冬
休
み
、水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に

つ
け
る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

　

12
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）・
28
日（
月
）

　

１
月
6
日（
水
）・
7
日（
木
）

　

８
時
〜
９
時（
受
付
７
時
30
分
〜
）

場　

所　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対
象
者　

年
長
児
〜
中
学
３
年
生

定　

員

　

先
着
30
人（
参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

受
講
料

　

２
０
０
０
円（
５
日
間
）途
中
払
い
戻
し
無
し
。

　
　
（
プ
ー
ル
入
館
料
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
途
）

　

●
プ
ー
ル
入
館
料　

２
１
０
円
／
回

　
　
（
回
数
券
・
会
員
券
利
用
可
）

　

●
期
間
中
の
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

２
５
０
円 

申
込
方
法

　

下
記
受
付
に
て
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

　

の
う
え
、受
講
料
、保
険
料
を
添
え
て
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間

　

12
月
7
日（
月
）〜
24
日（
木
）10
時
〜
16
時

　
（
土
曜
日
の
み
12
時
ま
で
）

　

冬
休
み
、水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に

つ
け
る
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時

　

12
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）・
28
日（
月
）

　

１
月
6
日（
水
）・
7
日（
木
）

　

８
時
〜
９
時（
受
付
７
時
30
分
〜
）

場　

所　

市
立
温
水
プ
ー
ル

対
象
者　

年
長
児
〜
中
学
３
年
生

定　

員

　

先
着
30
人（
参
加
者
が
少
な
い
場
合
は
中
止

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

受
講
料

　

２
０
０
０
円（
５
日
間
）途
中
払
い
戻
し
無
し
。

　
　
（
プ
ー
ル
入
館
料
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
別
途
）

　

●
プ
ー
ル
入
館
料　

２
１
０
円
／
回

　
　
（
回
数
券
・
会
員
券
利
用
可
）

　

●
期
間
中
の
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

２
５
０
円 

申
込
方
法

　

下
記
受
付
に
て
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

　

の
う
え
、受
講
料
、保
険
料
を
添
え
て
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間

　

12
月
7
日（
月
）〜
24
日（
木
）10
時
〜
16
時

　
（
土
曜
日
の
み
12
時
ま
で
）

　

約
3
0
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
、第
47
回

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
い
た
し
ま

す
。  

市
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

  

な
お
、当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

を
図
る
た
め
、一
部
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の

で
警
察
官
、交
通
指
導
員
、警
備
員
の
指
示
に

従
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日　

時
    

12
月
23
日（
水
・
祝
）※
雨
天
決
行

　

９
時　
　
　

 

開
会
式

　

９
時
55
分　

ス
タ
ー
ト

各
コ 

ー 

ス
・
種
目

　
（
安
並
運
動
公
園
〜
蕨
岡
方
面
折
り
返
し
〜

　

安
並
運
動
公
園
）

    

10
㎞　

高
校
男
子
・一
般
男
子

    

５
㎞　

壮
年
・
高
校
女
子
・一
般
女
子

    

３
㎞　

小
学
生
・
中
学
生

　

約
3
0
0
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
、第
47
回

読
売
中
村
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
開
催
い
た
し
ま

す
。  

市
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

  

な
お
、当
日
は
レ
ー
ス
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

を
図
る
た
め
、一
部
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の

で
警
察
官
、交
通
指
導
員
、警
備
員
の
指
示
に

従
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日　

時
    

12
月
23
日（
水
・
祝
）※
雨
天
決
行

　

９
時　
　
　

 

開
会
式

　

９
時
55
分　

ス
タ
ー
ト

各
コ 

ー 

ス
・
種
目

　
（
安
並
運
動
公
園
〜
蕨
岡
方
面
折
り
返
し
〜

　

安
並
運
動
公
園
）

    

10
㎞　

高
校
男
子
・一
般
男
子

    

５
㎞　

壮
年
・
高
校
女
子
・一
般
女
子

    

３
㎞　

小
学
生
・
中
学
生

教
室
・
講
座

　早いもので、今年も残りあと
わずかとなりました。
　年末年始はいつもより人出
が多くなり、何かとお金を持ち
歩く機会も増えます。

　この時期は、大きなお金の流
れもあることから、詐欺などの
被害にあいやすい時期でもあ
ります。「自分だけは大丈夫」と
思わず、万が一、怪しい電話な
どがあれば、相手にせず、きっ
ぱりと断るようにしましょう。

マイナンバーを教えてほしい
等の電話に注意！

　公的機関をかたり、「マイナ
ンバーを教えてほしい」「アン
ケートに答えてほしい」「家族
構成を教えてほしい」等の電話
は詐欺です。自分の住所、氏名、
生年月日等の個人情報も絶対
に教えないでください。
　あやしいなと少しでも思っ
たら、家族や警察などに相談し
てください。

中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110

問
（公財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

25

平
成
27
年
12
月
号



募
　
集

催
　
し

体育始め 新春はしりぞめ 1月2日開催 
　

新
し
い
年
の
初
め
に
、ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
ま
せ

ん
か
?

　

走
る
の
が
大
好
き
な
あ
な
た
は
も
ち
ろ
ん
、ご

家
族
や
ご
親
戚
、お
友
達
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
も

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

日    

時

　

１
月
２
日（
土
） 

10
時（
受
付
９
時
30
分
〜
）

　

※
例
年
１
月
３
日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　

今
回
か
ら
１
月
２
日
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

※
小
雨
決
行
。中
止
の
場
合
は
当
日
８
時
に
、

　
　

中
村
小
学
校
玄
関
前
に
掲
示
し
ま
す
。

コ 

ー 

ス　

約
１
２
０
０
ｍ

参
加
定
員　

４
０
０
人

参
加
方
法

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

当
日
、会
場
で

　

受
付
し
ま
す
。（
無
料
）

※
大
会
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、主
催
者
が
か
け

　

る
1
日
傷
害
保
険
の
範
囲
内
の
み
で
の
対
応

　

と
な
り
ま
す
。

※
参
加
賞
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

※
お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
し
ま
す
。

主　

催

　
（
市
）教
育
委
員
会
・（
市
）ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

会
・（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

協　

賛　

四
万
十
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

問
（市）教育委員会 生涯学習課 社会体育振興係(市民スポーツセンター内 )
☎（34）2071

第11回四万十市スポーツ賞　推薦募集
　

教
育
委
員
会
で
は
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、「
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」の
実
現
を
図
る

た
め
、「
四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」を
制
定
し
顕
著

な
功
績
を
あ
げ
た
個
人
、団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、日
頃
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

や
団
体
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
者
の
推
薦

推
薦
書 

　
（
市
）教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
市
民
ス
ポ
ー

　

ツ
セ
ン
タ
ー
）、西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
お
よ

　

び
具
同
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布

締
切
日　

１
月
29
日（
金
）17
時
必
着

推
薦
数    

複
数
名
、複
数
団
体
の
推
薦
可

候
補
者
の
推
薦
基
準（
概
要
）

【
優
秀
賞
】

　

本
市
に
住
所
を
有
し
、平
成
27
年
１
月
30
日
か

　

ら
平
成
28
年
１
月
29
日
ま
で
の
間
に
各
種
の

　

競
技
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
上
げ
た
個

　

人
ま
た
は
団
体

【
功
労
賞
】

　

本
市
に
住
所
を
有
し
、長
年
に
わ
た
り
優
秀
な

　

選
手
を
育
成
し
た
個
人
お
よ
び
本
市
の
ス
ポ
ー

　

ツ
普
及
、発
展
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
顕
著

　

な
個
人
ま
た
は
団
体

【
特
別
賞
】

　

本
市
出
身
者
等
で
平
成
27
年
１
月
30
日
か
ら

　

平
成
28
年
１
月
29
日
ま
で
の
間
に
国
際
的
規

　

模
の
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
功
績
を
残
し
た
個

　

人
ま
た
は
団
体

選
考
方
法

    

推
薦
さ
れ
た
個
人
、団
体
を
選
考
委
員
会
で
選

　

考
し
受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

表
彰
式　

賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す

日　

時    

３
月
６
日（
日
）10
時
〜

会　

場    

市
立
武
道
館（
安
並
4
1
7
8
）　

問 申
四万十市安並4231番地 市民スポーツセンター内
（市）教育委員会 生涯学習課 社会体育振興係　　☎（34）2071 

お
知
ら
せ

平成28年 消防出初式

日　

時　

１
月
10
日（
日
）９
時
〜

場　

所

　

 

西
土
佐
地
区
運
動
場

　

 

※
荒
天
時
は
西
土
佐
中
学
校
体
育
館

　
　
（
９
時
30
分
〜
）

内　

容

　

 

○
車
両
パ
レ
ー
ド（
江
川
﨑
奈
路
）

　

 

○
団
員
の
表
彰
・
車
両
点
検

　
　
（
西
土
佐
地
区
運
動
場
）

　

 

○
消
防
団
員
に
よ
る
梯
子
操
法

　
　

  （
10
時
50
分
ご
ろ
）　　
　

問
四万十消防署　☎（34）5881
西土佐分署　　☎（52）1143

教
室
・
講
座

デジブックセミナーを開催します！
あなたが写した写真で「インターネットアルバム」を

　

パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
作
ら
れ
る「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ア
ル
バ
ム
」で
す
。と
っ
て
お
き
の
文
章

で
、お
気
に
入
り
の
音
楽
で
、感
動
の
画
面
効

果
で
、世
界
に
一
つ
だ
け
の
デ
ジ
ブ
ッ
ク
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
間

　

２
月
６
日
〜
27
日

　

毎
週
土
曜
日（
４
回
）13
時
30
分
〜
16
時

場　

所

　

市
立
中
央
公
民
館
１
階　

情
報
学
習
室

対
象
者

　

パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ジ
カ
メ
画
像
の
加
工
に
関

　

心
が
有
る
人

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

募
集
期
間　

12
月
1
日（
火
）〜
29
日（
火
）

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

費　

用　

３
千
円

　
（
4
回
10
時
間
学
習
の
為
の
教
材
・
資
料
作

　

成
料
、教
室
運
営
費
）

そ
の
他

　

U
S
B
メ
モ
リ（
２
G
B
）要
。お
持
ち
で
な

　

い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
無
く
て
も
O
K
で
す
！

問

非営利活動市民団体
四万十市シニアネットワーク・パソコン教室
☎（37）2301　携帯090-4978-2452 
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定期相談所
日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

（本庁）総務課　
☎（34）1804

12月18日（金）
13時～16時

社会福祉センター
国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日
開催）

日本政策金融公庫
高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

12月24日（木）
JA高知はた本所 

3階

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

平成28年度　高知県公立学校臨時教員募集

催
　
し

はたのあったかふれあいセンター
合同作品展 　

年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場

所
と
し
て
幡
多
管
内
に
は
11
カ
所
の
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
方
々
の
作
品
を
一
堂
に
展

示
す
る
、合
同
作
品
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間　

12
月
７
日（
月
）〜
11
日（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時（
最
終
日
の
み
12
時
終
了
）

場　
　

所　

ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
（
中
村
大
橋
通
６
丁
目
９
ー
21
）

展
示
作
品

　

編
み
物
・
ク
ラ
フ
ト
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
折
り
紙
・
俳
句
・
川
柳
・
ち

ぎ
り
絵
な
ど

　

※
入
場
無
料

お
知
ら
せ

自衛官等採用試験（予備自衛官補）
予
備
自
衛
官
補
一
般
・
技
能

【
身
分
】非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

【
受
験
資
格
】

　
（
一 

般
）18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
（
技
能
）18
歳
以
上
53
〜
55
歳
未
満（
資
格
内
容
に
よ
り
異
な
る
）

　

※
技
能
公
募
に
つ
い
て
は
、各
種
資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
試
験
】

　
（
一 

般
）筆
記
試
験（
国
語
、数
学
、理
科
、社
会
、英
語
お
よ
び
作
文
）、

　
　
　
　

 

口
述
試
験
、適
性
検
査
、身
体
検
査

　
（
技
能
）筆
記
試
験（
小
論
文
）、口
述
試
験
、適
性
検
査
お
よ
び
身

　
　
　
　

   

体
検
査 

【
試
験
日
】平
成
28
年
４
月
ご
ろ
予
定

【
受
付
期
間
】１
月
初
旬
〜
３
月
中
旬
ご
ろ
予
定

【
待
遇
等
】

　

日
額
7
9
0
0
円（
教
育
訓
練
参
加
日
数
分
支
給
）

　

自
宅
か
ら
訓
練
実
施
駐
屯
地
ま
で
の
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

問
防衛省　自衛隊高知地方協力本部四万十地域事務所
☎（35）3096

問
幡多福祉保健所　地域支援室
☎（35）5973

職務内容 公立小・中学校、県立学校の欠員・産休・
育休・病休等の補充教員として勤務

県立高等学校の教科・科目の授業時間
だけ勤務

欠員・産休・育休・病休等の補充の期間
（最長約1年間）

最長約1年間、週当たり数時間から十数
時間まで

公立学校職員の給与に関する条例に準
じて支給します。
大学新卒（22歳）で基本給約20万円、そ
の他通勤手当、期末手当、勤勉手当等諸
手当あり

時給約3千円、その他交通費相当額

雇用期間

資　　格 採用時において有効な教員免許状（臨時免許状を含む）を有する者

待　　遇

提出期間

志願書・募
集要項の
配布場所

高知県教育委員会事務局 教職員・福利課、西部教育事務所ほか
※県教育委員会事務局 教職員・福利課の下記ホームページから、志願書等の応募書類の様
　式をダウンロードすることもできます。
　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310601/

平成28年度4月当初の採用を希望する場合は、平成28年2月19日（金）までの期間内に出願
してください。
※年度途中の採用については、2月19日以降においても出願を受け付けます。

常勤講師（期限付講師） 非常勤講師（時間講師）

【問い合わせ・提出先】
〒780-0850　高知市丸ノ内1-7-52
高知県教育委員会事務局　教職員・福利課　人事企画担当　　☎088（821）4903
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長
か
っ
た
よ
う
な
短
か
っ
た

よ
う
な
ひ
つ
じ
年
は
後
一
カ
月

で
終
わ
り
ま
す
。最
近
テ
レ
ビ
で

忘
年
会
新
年
会
や
お
節
料
理
の

予
約
の
広
告
な
ど
が
よ
く
見
か

け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
、日

本
で
は
そ
ろ
そ
ろ
正
月
モ
ー
ド

に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
一
方
、
中
国
の
人
々
に

と
っ
て
、正
月
は
ま
だ
ま
だ
先
で

す
。

　
中
国
で
は
、
旧
暦
の
１
月
１

日
、い
わ
ゆ
る「
旧
正
月
」を
過
ご

す
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的

に
、
大
み
そ
か
か
ら
元
宵
節（
旧

暦
の
１
月
15
日
）ま
で
の
日
々

を
、「
春
節
」と
い
い
ま
す
。
春
節

は
、中
国
人
に
と
っ
て
最
も
大
切

な
伝
統
的
な
祝
日
で
す
。

　
大
昔
、「
年
」と
い
う
ど
う
猛
な

獣
が
い
て
、毎
年
旧
暦
の
12
月
31

日
の
夜
に
村
に
現
れ
て
き
て
、村

民
を
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
。獣

を
退
治
す
る
た
め
、人
々
は
食
物

を
供
え
て
、身
を
潜
め
て
隠
れ
て

い
ま
し
た
。獣
が
そ
れ
を
食
べ
に

来
る
と
、村
民
た
ち
は
赤
い
服
を

着
て
、
松
明
を
と
も
し
、
爆
竹
を

鳴
ら
し
て
獣
を
袋
だ
た
き
に
し

ま
し
た
。獣
は
驚
い
て
逃
げ
出
し

て
、人
々
は
大
喜
び
し
た
と
い
い

ま
す
。そ
の
民
間
伝
承
は
、最
も
知

ら
れ
て
い
る
「
春
節
」の
由
来
で
す
。

ま
た
、そ
の
た
め
、春
節
を
過
ご
す

こ
と
は
、「
過
年
」と
も
言
い
ま
す
。

　
春
節
の
前
に
、
大
掃
除
す
る
の

は
伝
統
的
な
習
慣
で
す
。そ
れ
は
、

す
べ
て
の
不
祥
、不
運
を
一
掃
す

る
た
め
で
す
。大
み
そ
か
の
朝
は
、

「
春
聯
」を
門
や
入
り
口
の
戸
に
貼

り
だ
し
ま
す
。（
＊「
春
聯
」と
は
、

各
種
の
縁
起
の
良
い
対
句
を
書
い

て
あ
る
赤
い
紙
で
す
。）夜
に
は
、

家
族
集
ま
っ
て
年
越
し
の
ご
ち
そ

う「
年
夜
飯
」を
食
べ
ま
す
。
ご
飯

の
後
は
、家
族
の
年
長
者
が
若
者

に
お
年
玉
を
あ
げ
る
習
慣
が
あ
り

ま
す
。中
国
語
で
は
、お
年
玉
を「
圧

歳
銭
」と
言
い
、「
歳
」と
、
邪
悪
な

も
の「
邪
祟
」の「
祟
」は
同
じ
の
発

音

と
い
う
こ
と
か
ら
、お
年
玉

を
も
ら
え
ば
、若
者
は
無
事
に
一

生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、爆
竹
と
花
火
を
や
る
時
間

に
な
り
ま
す
。
爆
竹
の
音
は
朝
ま

で
響
き
、そ
れ
を
聞
く
と
、春
節
が

本
当
に
来
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
今
の
人
々
に

と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
は
も
う
一

「
春
節
」in
中
国

国
際
交
流
員　

田
小
嬌

デ
ン
シ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
中
国
版
の

紅
白
歌
合
戦「
春
晩
」と
い
う
番
組

を
見
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
紅
白

の
よ
う
に
歌
だ
け
で
は
な
く
て
、

ダ
ン
ス
や
雑
技
や
漫
才
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
翌
日
に
な
る
と
、
新
年
の
始
ま

り
で
す
。
人
々
は
新
し
い
服
を
着

て
、親
戚
の
家
を
訪
問
し
、新
年
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
す
。
そ
れ

は
、「
拝
年
」と
言
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
の
一
週
間
は
、主
に
友
人
や
親

戚
の
訪
問
や
、ま
た
一
家
で
の
ん

び
り
過
ご
す
貴
重
な
時
間
で
す
。

旧
暦
の
一
月
八
日
は
、ほ
と
ん
ど

の
企
業
の
出
勤
日
に
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
は
、「
春
節
」が
来

る
の
を
、毎
年
わ
く
わ
く
期
待
し

て
い
ま
し
た
が
、今
は
、家
族
団
ら

ん
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
も
、月
日

が
過
ぎ
る
の
は
早
く
な
っ
た
な
、

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

12月実施の統計調査
調　査　名 該当地区

家計調査

商業動態統計調査

東町3丁目、右山五月町、右山天神町、中村大橋通6丁目、中村一条通4丁目、中村一条通3丁目

具同

【問い合わせ先】　（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

パソコン教室のご案内
　四万十市シルバーパソコン愛好会では、パソコン教室に参加される方を募集します。パワーポイントとエクセ
ルの操作に自信がない方、受講してみませんか？

※各教室12月1日（火）から受付します。
 【問い合わせ・申込先】四万十市シルバー人材センター　常徳
　　　　　　　　　　☎090（1172）7058

期　　間：1月～3月（3カ月間）
日　　時：第2・4木曜日  ①10：00～12：00 ②13：30～15：30 ③18：30～20：30
費　　用：月1,500円（部屋使用料・運営費等）
募集人員：10人（定員になり次第締切）

期　　間：1月～3月(3ヵ月間)
日　　時：毎週月曜日　①10：00～12：00　②18：30～20：30
費　　用：月3,000円（部屋使用料・運営費等）
募集人員：10人（定員になり次第締切）

【パワーポイント教室】

【エクセル基礎教室】

じょうとく

し
ゅ
ん
れ
ん
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一般業務
　年末 ： 12月28日（月）17時15分まで
　年始 ： 1月4日（月）8時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  付は行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末 ： 12月27日（日）17時まで
　年始 ： 1月5日（火） 9時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末 ： 12月30日（水）17時まで
　　　　※ 入館は16時30分まで
　年始 ： 1月2日（土）８時30分から
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
診療所受付時間
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
●大宮出張診療所
　年末 ： 12月25日（金）まで
　年始 ： 1月5日（火）から
●口屋内出張診療所
　年末 ： 12月16日（水）まで
　年始 ： 1月6日（水）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末 ： 12月16日（水）まで
　年始 ： 1月6日（水）から
急患センター　☎（34）2399
　年末 ： 12月30日（水）21時まで
　　　※受付は20時45分まで
　年始 ： 1月4日（月）18時から

一般業務
　年末 ： 12月28日（月）17時15分まで
　年始 ： 1月4日（月）8時30分から
　（戸籍関係届出書などの夜間・休日窓口での受
　  付は行っています）　
図書館　☎（35）2923
　年末 ： 12月27日（日）17時まで
　年始 ： 1月5日（火） 9時から
郷土資料館　☎（35）4096
　年末 ： 12月30日（水）17時まで
　　　　※ 入館は16時30分まで
　年始 ： 1月2日（土）８時30分から
市民病院　☎（34）2126(代)
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
診療所受付時間
●西土佐診療所　☎（52）1011
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
●大宮出張診療所
　年末 ： 12月25日（金）まで
　年始 ： 1月5日（火）から
●口屋内出張診療所
　年末 ： 12月16日（水）まで
　年始 ： 1月6日（水）から
●奥屋内へき地出張診療所
　年末 ： 12月16日（水）まで
　年始 ： 1月6日（水）から
急患センター　☎（34）2399
　年末 ： 12月30日（水）21時まで
　　　※受付は20時45分まで
　年始 ： 1月4日（月）18時から

体育施設
●市民スポーツセンター　☎（34）2071
●具同体育センター　　　☎（37）4558
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
家庭ごみ収集（普通ごみ）
●中村、具同地区
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
●東山、下田、東中筋、中筋、蕨岡、八束、後川、
　大川筋、富山地区
　年末 ： 12月29日（火）まで
　年始 ： 1月5日（火）から
●西土佐地域
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
幡多クリーンセンター　☎（31）2600（溶融炉：上ノ土居）
　年末 ： 12月30日（水）16時まで
　年始 ： 1月4日（月）9時から
し尿処理　　　　　
●衛生センター中村　☎（36）2464
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
●クリーンセンター西土佐　☎（31）9700
　年末 ： 12月28日（月）まで
　年始 ： 1月4日（月）から
火葬場
幡多中央斎場　☎（43）0077
　年末 ： 12月31日（木）17時15分まで
　年始 ： 1月2日（土）８時30分から
詳細については、それぞれ各施設、担当課までお問い
合わせください。

年末年始の市役所関係業務年末年始の市役所関係業務

【問い合わせ・申込先】（市）教育委員会　生涯学習課　☎（34）7311

昔から親しまれ伝えられてきた「和だこ」を作り、
四万十川の風に乗せて楽しみましょう。みんな集まれ！

※いずれも参加費は無料です。また、主催者側で傷害保険に加入しますが、保険以外の補償はありませんのでご了承ください。

日　　時　1月17日（日）13時～15時　（雨天の場合は1月24日（日）に延期）

　　　　　当日天候が不順の場合は、午前10時までに決定します。電話で確認してください。

場　　所　入田河川敷（四万十市キャンプ場）

参  加  者　参加は自由ですのでお気軽に会場においでください。（親子での参加大歓迎！）

　　　　　ただし、審査対象は｢自作だこ｣や｢和だこ｣を持っている方となります。

日　　時　12月20日（日）9時～12時

場　　所　市立中央公民館　2階　大ホール

参  加  者　  小・中学生（子どもさん一人でも、親子でも、

　　　　　おじいちゃん、おばあちゃんとでも参加できます）

募集人員　50人（先着順・定員になり次第締切）

受付期間　12月1日（火）～18日（金）

　　　　　直接または電話で申し込みしてください。

（ 本 　庁 ）☎（34）1111(代)
（総合支所）☎（52）1111(代)

認してください。
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お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

宮
下
 

阿
流
斗

今
西
 

香
音
子

所
谷
 

紘
佳

林
 

真
琴

濱
田
 

芽
生

岸
本
 

太
陽

新
田
 

沙
愛

上
岡
 

こ
こ
ろ

中
島
 

来
希

宮
本
 

紬
希

畦
地
 

惺
乃
介

田
中
 

碧
吏

間
﨑
 

莉
央

杉
本
 

晴
希

小
川
 

乃
々
葉

中
平
 

楓
人

安
藤
 

愛
彩

あ
る
と

こ
と
こ

ひ
ろ
か

ま
こ
と

め
い

た
い
よ
う

さ
ら

ら
い
き

つ
む
ぎ

せ
い
の
す
け

あ
お
り

り
お

は
る
き

の
の
は

ふ
う
と

ま
や

和
也

伴
仁

英健
治

憲
一

雅
史

隆
将

栄
二

春
喜

昌
平

龍
実

佑
典

大
介

浩
一

尚
也

貴
志

靖
之

（
平
成
27
・
11
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
27
・
11
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
天
神
橋

中
村
丸
の
内

中
村
京
町

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
東
町

中
村
新
町

不

破

右

山

古

津

賀

古

津

賀

安

並

具

同

具
同
田
黒

江

ノ

村

森

沢

森

沢

楠

島

有

岡

有

岡

横

瀬

横

瀬

山

路

津

蔵

渕

津

蔵

渕

名

鹿

竹

島

下

田

下

田

平

野

平

野

平

野

86  84  94  79  76  73  86  84  86  85  91  85  75  86  88  91  89  53  97  88  84  83  98  83  90  65  93  68  87  88  86  95  

中
村
大
橋
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中
村
四
万
十
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駅
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中
村
丸
の
内

中
村
丸
の
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入

田

具
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具
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具
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渡
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渡

川

実

崎
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田

蕨

岡

甲

西
土
佐
江
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﨑

西
土
佐
用
井

西
土
佐
江
川

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

大
田
 

亘

上
田
 

武

井
上
 

光

室
津
 

茂

國
澤
 

弘
明

佐
田
 

千
代
子

福
永
 

キ
ミ
コ

森
岡
 

五
郎

山
﨑
 

景
清

東
 

秀

岡
上
 

富
俊

那
須
 

明
夫

水
島
 

榮
子

小
松
 

梅
美

岡
本
 

弘
美

松
岡
 

千
鶴

熊
谷
 

頼
子

岡
山
 

直
美

弘
田
 

益
惠

金
澤
 

ち
づ
子

藤
田
 

日
出
美

安
宗
 

幸
子

小
野
 

テ
ツ

田
中
 

豊
稔

植
田
 

博
之

村
上
 

定

宮
村
 

清
子

山
本
 

震
之
助

戸
田
 

森
起

山
本
 

チ
ヨ
子

井
上
 

定
子

井
上
 

貞
美

蕨

岡

甲

田
野
川
乙

敷

地

岩

田

三

里

小
西
ノ
川

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
江
川
﨑

西
土
佐
用
井

西
土
佐
半
家

79 71  84  70  74  89  84  93  94  79 

有
友
 

信
男

森
下
 

健
児

山
際
 

重
雄

尾
﨑
 

一
幸

浅
井
 

清
水

井
上
 

馨

竹
﨑
 

洋
子

山
口
 

清
光

岡
村
 

武
美

平
野
 

輝
正

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く128128

　
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く

た
め
の
、
基
本
的
自
由
と
人
権
は
、

ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
人
権

宣
言
を
も
と
に
、
今
や
世
界
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
権
利
と
し
て
尊
ば
れ

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
考
え
方
が
国
境
を
越
え
て

世
界
の
考
え
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
一
五
〇
〜
二
〇
〇
年
の
経
過
が

必
要
で
し
た
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ

や
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
限
ら
れ
た
人
だ

け
が
（
白
人
と
呼
ば
れ
た
人
々
だ
け

が
）
持
つ
こ
と
の
出
来
た
権
利
で
し

た
。
そ
れ
が
世
界
に
広
ま
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
同
じ
思
い
の
国
々
が
、

き
ち
ん
と
約
束
を
果
た
す
為
の
条
約

を
結
び
、
議
会
が
批
准
す
る
と
い
う

手
続
き
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
単
な
る
宣
言
の
受
諾
で
は
な

く
、
法
律
と
し
て
国
民
に
納
得
さ
せ
、

な
お
且
つ
国
連
に
約
束
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。

　
わ
が
国
を
考
え
て
み
ま
し
て
も
、

国
民
の
も
の
と
し
て
憲
法
に
記
載
さ

れ
た
の
は
、
い
く
つ
か
の
戦
争
を
経

て
、
そ
の
上
に
敗
戦
と
い
う
悲
惨
な

状
況
を
体
験
し
て
、
や
っ
と
獲
得
で

き
た
考
え
方
で
し
た
。
二
度
と
人
の

命
を
虫
ケ
ラ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
時

代
に
は
戻
り
た
く
な
い
と
い
う
、
痛

切
な
願
い
の
元
に
漸
く
手
に
入
れ
た

も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
が
、
た
と
え

戦
勝
国
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
、
今
あ
る
人
権
感
覚
や

知
識
を
、
後
戻
り
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
国
民
大
多
数
は
考
え
て
い
る
は

ず
で
す
。

　
世
界
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
国
連

で
す
が
、
各
国
の
異
な
る
人
権
観
が

対
立
し
条
約
作
り
は
難
航
を
き
わ
め

ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
大
戦
後
に
、

相
次
い
で
独
立
し
た
国
々
の
多
く
は

経
済
的
基
盤
も
整
っ
て
は
お
ら
ず
、

た
と
え
ば
教
育
や
社
会
保
障
な
ど
、

予
算
が
な
け
れ
ば
保
障
で
き
な
い
多

く
の
権
利
を
、
た
だ
ち
に
完
全
に
実

現
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
人
権
宣
言

の
諸
権
利
は
、
内
容
に
よ
っ
て
「
経

済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
」
に

当
た
る
も
の
と
、
「
市
民
的
・
政
治

的
権
利
」
に
当
た
る
も
の
と
二
種
類

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
条

約
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
言
で
人
権
と
い
っ
て
も
、
数

多
く
の
人
権
問
題
に
分
類
さ
れ
て
、

全
て
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
国
際
人
権

規
約
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

因
み
に
わ
が
国
が
二
〇
〇
五
年
ま
で

に
批
准
・
加
入
し
て
い
る
条
約
は
、

　
条
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

自
国
民
の
み
に
限
ら
ず
、
自
国
の
領

域
に
住
む
人
す
べ
て
の
人
に
条
約
の

権
利
を
保
障
し
た
も
の
と
な
り
、
世

界
に
約
束
を
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
で
す
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

よ
う
や

か

ち
な

多重債務でお悩みの方に  
　四国財務局には借金を抱え悩んでおられる方々のための「相談
窓口」がございます。一人で悩まず、ご相談ください。必要に応じて
弁護士・司法書士などの法律専門家への引継ぎも行っております。

相談方法　相談は無料です。まずお電話ください。こちらから電
　　　　　話をかけ直しいたします。
受付時間　月～金（祝日、12月29日～1月3日除く）
　　　　　9時～12時、13時～17時
【問い合わせ先】四国財務局　多重債務者相談窓口
　　　　　　　☎087（831）2155　 FAX 087（862）8798

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

は
、
家
族
の
方
に
確
認
し
た
う
え
で
掲
載
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）市
民
課
　

（
３
４
）１
１
１
３

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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平成27年度の「人権絵画標語展」を下記の期間行います。
ぜひ、お誘いあってご来場いただき、児童生徒の力作をご覧ください。

※人権絵画標語展（昨年度）

市民のひろば市民のひろば

第
37
回
具
同
地
区
民
大
運
動
会
を
開
催
‼

報告報告

お知らせお知らせ

　
11
月
１
日（
日
）に
約
４
０
０
人
の
参
加
の
も
と
、具
同
地
区
民
大
運

動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。昨
年
は
、さ
ま
ざ
ま
な
地
区
行
事
が
重
な
り
、

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、四
万
十
市
制
施
行
・
合
併
10
周
年
の
記
念
の
年
で
も
あ

り
、西
土
佐
地
区
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
具
同
地
区
民
大
運
動
会
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
お
り
、本
年
は
具
同
地
区
か
ら
９
チ
ー
ム
と
初
め
て

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
西
土
佐
地
区
１
チ
ー
ム
の
合
計
10
チ
ー
ム
で

の
開
催
と
な
り
、大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
全
員
が
一
致
団
結
、協
力
し
、

楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。近
い
将
来
、起
こ
る
と
さ
れ
る
災
害
時

に
お
い
て
も
地
域
の
皆
さ
ん
は
共
助
の
精
神
で
助
け
合
え
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
運
動
会
は
企
画
、準
備
、運
営
を
、具
同
地
区
の
若
者
で

構
成
す
る
若
手
の
会
が
中
心
と
な
り
、区
長
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
、成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
が
毎
年
続
け
て
い
け
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。楽
し
い
１
日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

投
稿
　
具
同
地
区
民
大
運
動
会
実
行
委
員
会

　
つ
な
が
る
ね
っ
と
で
は
、面
接
対
策
の
セ
ミ

ナ
ー
や
調
理
体
験
な
ど
、相
談
事
業
以
外
に

も
、自
立
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、

『
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
』と
い
う
お
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。

　
企
画
、準
備
、開
催
の
全
て
を
利
用
者
さ
ん

が
行
い
、補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
婦
人
会
や
地

域
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
23
日(

水)

10
時
〜
15
時

場
所
　
具
同
田
黒（
高
畑
歯
科
向
か
い
）

内
容
　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト（
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
・
抽

　
選
会
な
ど
）、飲
食
店（
豚
汁
・
焼
き
そ
ば
・
フ

　
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ポ
テ
ト
）、バ
ザ
ー
な
ど
を

　
予
定

駐
車
場
　
大
野
内
科（
正
面
、第
二
駐
車
場
）

　
　
　
　
具
同
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
若
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
つ
な
が
る
ね
っ
と（
大
野
内
科
２
階
）

　
☎（
３
４
）８
１
０
０

　（
月
〜
金 

９
時
〜
17
時
／

　
水
曜
日
は
午
前
の
み
）

展示場所：市立中央公民館　１階展示スペース

展示期間：1月12日（火）～22日（金）

展示内容：絵画の部・・・応募いただいた全作品を展示。

展示内容：標語の部・・・優秀作品を掲示。

　　　　　　　　　　全応募作品を掲載した「標語集」

　　　　　　　　　　を無料配布。

【四万十市小学生・中学生　人権絵画・標語展】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

若
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
な
が
る
ね
っ
と

『
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
』開
催
し
ま
す
!!
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「広報四万十」1月号は12月22日(火)発送予定です「広報四万十」1月号は12月22日(火)発送予定です「広報四万十」1月号は12月22日(火)発送予定です

　
一
條
大
祭
も
終
わ

り
今
年
も
あ
っ
と
い

う
間
に
残
り
１
カ
月

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
條
大
祭
と
い
え

ば
、
子
ど
も
の
こ
ろ

は「
お
ま
ち
」へ
行
け

る
数
少
な
い
イ
ベ
ン

ト
の
ひ
と
つ
で
、
お

小
遣
い
を
貯
め
て
、

何
を
買
お
う
か
、
祭

り
の
ず
っ
と
前
か
ら

と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
一
條
大

祭
の
た
び
に
、
モ
ミ

ジ
や
果
樹
な
ど
を
少

し
ず
つ
購
入
し
植
え

て
い
ま
す
。
そ
の
成

長
も
楽
し
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

正

㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
溝渕設備
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

土
日
土
日
土
日
土
日
水
土
日
火
水
木
金
土
日

11月28日
29日

12月5日
6日
12日
13日
19日
20日
23日
26日
27日
29日
30日
31日
1月1日
2日
3日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

３７)５１５１
３５)４８７９
３３)０６５３
３４)６０３１
３５)２３１６

３４)４８５５
３２)１０９５
３５)４３２３
３４)３６２１
３４)２３２４
３５)５９９６
３３)０６６０
３５)３４５８
３７)３３８３
３６)２５５４
３７)５１５１

090-6882-1395

8

9

さくらクリニック

市民病院

森下病院

市民病院

幡多病院

さたけ小児科

正木整形外科

市民病院

木俵病院

佐々木整形外科

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日（

日

日

日

日

水

日

木

金

土

日

11月

12月

1月

29

6

13

20

23

27

31

1

2

3

☎（ 3 5 ）2 5 5 5

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）2 0 3 0

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）6 2 1 1

☎（ 3 7 ）2 2 5 5

☎（ 3 4 ）5 2 5 2

☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎（ 3 4 ）1 2 1 1

☎（ 3 4 ）7 1 7 7

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ

　事前に電話でお問い合わせください。

四万十市急患センター（月～金）
午後6時～午後9時（受付：午後8時45分まで）　
内科（小学生以上）　☎（34）2399（診療時間内）
※保険証、受給者証等を忘れずにお持ちください。
（市民病院とは別の医療機関になります）

 －35
－22
－13
－7

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

34,989
16,542
18,447
16,464

人
人
人
人

66
72
18
47

10

12月30日(水） 本田歯科
四万十市中村本町1丁目4
☎（34）1182

まちだ歯科医院
四万十市中村東町1丁目1-38
☎（34）1101

1月 1日(金）

町田歯科診療所
四万十市中村東下町23
☎（35）3315

12月31日(木）

富田歯科
土佐清水市汐見町7-11
☎0880（82）3312

1月 2日(土）

ながおか歯科医院
幡多郡大月町弘見2103-2
☎0880（73）1818

1月 3日(日）

幡多地区年末年始
休日救急歯科診療当番医療機関

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

有料広告掲載スペース
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